
○第2回定例会
会期…5月28日(金)～6月22日(火)　26日間

審議件数 継続可決・採択
※

否決・
不採択

市長提出議案 25 25
 条例 3 3
 予算 8 8
 その他 14 14  
委員会提出議案 1 1
議員提出議案 3 2 1
陳情 9  9 

※「可決･採択」には、承認、同意を含んでいます。

ひばりが丘中学校新校舎（仮称第10中学校）
昨年 12月まで中原小学校の子どもたちが利用していました。
一時、新型コロナウイルスワクチン接種の集団接種会場としても使われ、
令和３年２学期からは、ひばりが丘中学校として利用される予定です。
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第２回定例会では、３か月間（令和３年４月から６月まで）の暫定予算を経て、新市長の就任後、初めての予算（一般
会計と４つの特別会計、下水道事業会計）が提案され、それぞれ可決しました。

６月22日の本会議において、令和３年度一般会計補正予算（第２号）に関する附帯決議を全会一致で可決しました。

主
な
議
案

第93号
令和３年8月15日
（2021年）

令和３年

第2回
定例会

令和３年度一般会計予算は前年度比4.3％減の726億6,370万円に

生活困窮者自立支援金に関する補正予算を、附帯決議をつけ、可決

8面へ

6面へ

西  東  京  市  議  会 だ  よ  り

西東京市
Nishitokyo City

〒188-8666 西東京市南町5-6-13　　 042-464-1311　　編集／広報委員会　発行／西東京市議会

お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
谷戸図書館（　042-421-4545）へお問い合わせください。

「声の市議会だより」をお届けしています。
（デイジー版・CD版）



池澤　隆史市長

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
職
員
体

制
を
増
員
し
、
４
月
19
日
か
ら

市
内
接
種
を
開
始
。
集
団
接
種

及
び
５
病
院
ほ
か
市
内
医
療
施

設
で
個
別
接
種
を
実
施
。

医
師
会
が
運
営
す
る
発
熱
外

来
へ
の
運
営
支
援
や
高
齢
者
施

設
、
障
害
者
施
設
が
行
う
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
等
の
経
費
補
助
に
つ
い

て
、
訪
問
型
事
業
者
を
対
象
に

加
え
、
引
き
続
き
実
施
す
る
。

市
長
選
挙
の
公
約
と
し
た
３

つ
の
政
策
「
ポ
イ
ン
ト
還
元
事

業
」、「
プ
レ
ミ
ア
ム
応
援
券
第

２
弾
の
発
行
」、「
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
支
援
」
を
実
施

す
る
。

本
市
で
は
国
の
修
学
支
援
新

制
度
を
受
け
て
い
る
非
課
税
世

帯
等
の
学
生
を
対
象
に
「
西
東

京
市
学
生
応
援
特
別
給
付
金

（
一
人
５
万
円
）」
を
給
付
す
る

ほ
か
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
L
I
N
E
）に
よ

る
新
た
な
相
談
も
実
施
す
る
。

子
ど
も
た
ち
の
命
を
最
優
先

に
「
子
ど
も
に
や
さ
し
い
」
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

次
期
総
合
計
画
策
定
を
機
会

に
、
S
D
G
ｓ
の
視
点
も
踏
ま

え
、
西
東
京
市
の
将
来
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち

「
子
ど
も
が
ど
真
ん
中
」
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。
子

ど
も
、
家
族
、
学
校
を
支
え
、

＊学校応援団　学校における学習活動、安心・安全確保、環境整備などについてボランティアとして協力・支援を行う保護者・地域住民による活動組織。
＊肺炎球菌ワクチン　肺炎球菌という細菌によって引き起こされる感染症のワクチン。肺炎球菌は主に気道の分泌物に含まれ、唾液などを通じて飛沫感染する。

　第２回定例会では、令和３年度の市長の施政方針に対して、会派ごとに質問をする「代表質問」と無所
属議員による「一般質問」が４日間にわたり行われました。
　２面～７面では、市長の施政方針及び代表質問・一般質問の主な内容についてお知らせします。
◇質問の詳細は会議録に掲載します。「会議録の公開予定」は10面をご覧ください。

５
月
28
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、市
長
の
施
政
方
針
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

代表質問・一般質問の要旨

そ
し
て
地
域
そ
の
も
の
を
支
え
、

「（
仮
称
）
学
校
応
援
団
」
の
創

設
や
、「（
仮
称
）
学
校
・
地
域

　
に
し
と
う
き
ょ
う
応
援
会

議
」
を
開
催
す
る
。

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
令

和
３
年
度
は
、
認
可
保
育
所
１

か
所
、
小
規
模
保
育
施
設
２
施

設
の
整
備
を
進
め
、
待
機
児
童

解
消
に
取
り
組
む
。

東
小
学
校
の
一
部
施
設
を
学

童
ク
ラ
ブ
と
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
、
令
和
３
年
度
中
に
改
修

工
事
を
行
う
。

里
帰
り
出
産
に
お
い
て
自
己

負
担
と
な
っ
た
予
防
接
種
費
用

の
償
還
払
い
制
度
を
創
設
す
る
。

市
内
17
小
学
校
・
７
中
学
校

体
育
館
に
空
調
設
備
を
設
置
。

ひ
ば
り
が
丘
中
学
校
は
、
新

校
舎
に
移
転
後
、
令
和
３
・
４

年
度
に
解
体
工
事
を
実
施
す
る
。

健
康
で
元
気
な
ま
ち

外
出
機
会
の
減
少
に
よ
り
高

齢
者
の
認
知
機
能
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症

検
診
を
実
施
す
る
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

は
、
10
月
か
ら
、
接
種
費
用
の

自
己
負
担
分
（
５
千
円
）
の
半

額
を
公
費
負
担
と
す
る
予
定
。

重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
に

対
し
、
看
護
師
が
自
宅
訪
問
し
、

家
族
な
ど
に
代
わ
っ
て
医
療
的

ケ
ア
等
の
療
養
上
必
要
な
介
護

や
見
守
り
を
行
う
こ
と
に
よ
る

レ
ス
パ
イ
ト
（
一
時
休
息
）
事

業
を
実
施
す
る
。

集
え
る
場
と
つ
な
が
り
の
あ
る

ま
ち（株

）
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の

「
武
蔵
野
運
動
場
」
の
地
域
開

放
に
当
た
り
協
定
を
締
結
し
た
。

魅
力
あ
る
集
い
の
場
づ
く
り
に

つ
い
て
、「
公
・
民
・
学
」
連

携
に
よ
り
取
り
組
む
。

「
子
ど
も
」、「
地
域
資
源
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
市
民
の
公
益

活
動
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

（
仮
）「
子
ど
も
・
地
域
」
応
援

企
画
提
案
事
業
を
実
施
す
る
。

旧
市
民
会
館
跡
地
に
定
期
借

地
権
を
設
定
、
民
間
事
業
者
が

建
物
を
整
備
し
、
そ
の
一
部
を

公
共
施
設
と
し
て
市
が
賃
借
す

る
。
新
た
な
活
動
の
場
と
な
る

よ
う
事
業
を
推
進
す
る
。

安
心
・
安
全
で
快
適
な
ま
ち

「
２
０
５
０
年
温
室
効
果
ガ

ス
（
二
酸
化
炭
素
）
実
質
排
出

ゼ
ロ
」
に
取
り
組
み
、
令
和
３

年
度
中
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
」
を
行
う
こ
と
を
目

指
す
。

大
型
台
風
な
ど
の
際
、
白
子

川
の
水
位
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
る
よ
う
水
位
公
開
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

田
無
駅
南
口
の
駅
前
交
通
広

場
整
備
は
、
用
地
買
収
等
に
係

る
権
利
者
の
協
力
を
得
な
が
ら

進
め
る
。

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
11

号
線
の
調
布
保
谷
線
か
ら
都
道

保
谷
志
木
線
ま
で
の
区
間
に
つ

い
て
、
早
期
完
了
を
目
指
す
。

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
の
市
道

104
号
線
新
設
改
良
事
業
は
、
令

和
３
年
度
に
東
側
歩
道
の
拡
幅

改
修
等
を
行
う
。

西
武
新
宿
線
連
続
立
体
交
差

事
業
は
、
関
連
す
る
付
属
街
路

等
の
都
市
計
画
手
続
、
用
地
測

量
等
の
説
明
会
を
実
施
す
る
。

市
内
の
雨
水
溢
水
対
策
と
し

て
、
芝
久
保
町
三
丁
目
地
内
な

ど
で
対
策
工
事
を
、
谷
戸
町
二

丁
目
地
内
な
ど
で
雨
水
溢
水
対

策
に
向
け
た
実
施
設
計
を
行
う
。

市
民
と
と
も
に
発
展
す
る
ま
ち

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）

及
び
地
域
学
校
協
働
活
動
」
を
、

明
保
中
学
校
及
び
け
や
き
小
学

校
を
モ
デ
ル
校
で
実
施
す
る
。

行
財
政
基
盤
の
強
化
を
絶
え
ず

目
指
す
ま
ち

総
合
計
画
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
合
わ
せ
、

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
行
政
マ
ン
か
ら
な
ぜ
政
治

家
に
と
考
え
た
の
か
。
行
政
マ

ン
で
は
何
が
不
都
合
で
、
市
長

と
い
う
政
治
家
に
な
ろ
う
と
思

わ
れ
た
の
か
、
政
治
家
池
澤
隆

史
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

答　
西
東
京
市
の
誕
生
に
携
わ

っ
た
一
人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
経
験
を
生
か
し
故
郷
に

恩
返
し
を
し
た
い
。
皆
様
の
代

表
と
し
て
、
決
断
す
る
力
、
実

行
す
る
力
、
さ
ら
に
責
任
を
備

え
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要

で
あ
り
、
組
織
の
長
と
し
て
は
、

政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

職
員
と
の
信
頼
関
係
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
市
民
の
皆
様
と

と
も
に
市
政
運
営
に
臨
ん
で
い

く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問　
７
月
末
ま
で
に
高
齢
者
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
完
了
で
き
る

の
か
。

答　
高
齢
者
年
齢
区
分
を
３
段

階
と
し
、
80
％
台
の
接
種
を
見

込
ん
で
い
る
。

問　
市
内
医
療
機
関
の
体
制
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
予
約
対
応

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　
６
月
よ
り
市
内
５
病
院
や

診
療
所
に
お
い
て
、
身
近
で
安

心
し
て
接
種
を
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
体
制
構
築
を
図
っ
て

い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
ア

ク
セ
ス
集
中
に
よ
る
シ
ス
テ
ム

障
害
も
発
生
し
て
い
な
い
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
全
て

の
方
に
安
心
し
て
受
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
引
き
続
き
接
種
体

制
の
整
備
に
努
め
る
。

問　
医
師
会
と
の
調
整
の
状
況

は
。

答　
円
滑
に
接
種
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
、
き
め
細
か
く
医
師

会
と
連
携
し
市
民
へ
の
情
報
提

供
に
努
め
る
。

予
算
編
成
に
つ
い
て

問　
予
算
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
政
策
判
断
を
し
た
の
か
。

答　
子
ど
も
が
ど
真
ん
中
の
ま

ち
づ
く
り
や
健
康
応
援
都
市
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
中
心
に
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
予
算
と

し
た
。

問　
第
４
次
行
革
の
目
標
は
達

成
で
き
て
い
な
い
が
、
対
応
は
。

答　
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の

確
立
と
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
。
第

４
次
行
革
を
着
実
に
推
進
す
る
。

問　
財
政
調
整
基
金
残
高
も
目

標
値
に
は
至
っ
て
な
い
が
、
前

年
度
比
約
６
億
８
千
万
円
の
残

高
回
復
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
に
な
い
傾
向
で
あ
り
、
市

長
の
明
確
な
意
思
な
の
か
。

答　
財
政
調
整
基
金
残
高
の
回

復
は
、
課
題
の
１
つ
で
あ
り
、

特
に
意
識
し
た
。

問　
臨
時
財
政
対
策
債
の
満
額

発
行
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
見
直
す
べ
き
と
意
見
し
て
き

た
。
西
東
京
市
誕
生
以
来
初
め

て
当
初
予
算
に
お
い
て
、
発
行

額
を
５
億
円
抑
制
し
た
。
基
金

同
様
市
長
の
意
思
か
。

答　
償
還
と
借
入
の
バ
ラ
ン
ス

を
意
識
し
、
借
入
を
抑
制
し
た
。

意
見　
基
金
残
高
や
公
債
費
管

理
に
つ
い
て
は
、
池
澤
色
が
明

確
に
出
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
高
く
評
価
す
る
。
今
回

だ
け
の
対
応
で
は
な
く
、
今
後

明
確
な
ル
ー
ル
化
を
行
う
よ
う

求
め
る
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

問　
こ
れ
か
ら
の
市
役
所
の
あ

り
方
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
行
政

需
要
の
変
化
な
ど
想
定
さ
れ
る
。

施
設
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
最

適
化
を
ど
う
す
る
の
か
。

答　
現
在
の
保
有
量
を
維
持
し

た
場
合
、
令
和
42
年
度
ま
で
の

39
年
間
で
約
２
千
億
円
を
超
え

る
更
新
費
用
が
必
要
。
公
共
施

設
の
質
と
量
の
最
適
化
、
維
持

管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
っ
て

い
く
。

意
見　
こ
れ
ま
で
も
指
摘
し
た

が
、
床
面
積
保
有
量
の
10
％
減

で
は
な
く
、
効
果
額
が
必
要
で

あ
る
。
計
画
が
示
さ
れ
た
段
階

で
確
認
す
る
。

エ
リ
ア
（
圏
域
）
の
再
構
築

問　
圏
域
を
設
定
す
る
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
中
学
校
区
を
エ
リ

ア
と
し
、
公
共
施
設
再
編
計
画

な
ど
と
連
携
し
進
め
る
べ
き
で

あ
る
と
言
っ
て
き
た
。
市
長
は

学
校
を
中
心
と
し
た
地
域
性
を

重
視
し
て
い
る
が
、
エ
リ
ア
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
か
。

答　
エ
リ
ア
の
再
構
築
は
重
要

な
テ
ー
マ
。
顔
の
見
え
る
つ
な

が
り
が
重
要
で
あ
り
、
中
学
校

区
程
度
の
規
模
を
視
野
に
エ
リ

ア
の
設
定
を
検
討
す
る
。

待
機
児
童
対
策

問　
本
年
度
の
待
機
児
童
数
は
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
は
。
地

域
に
よ
り
偏
り
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
検
討

状
況
は
。

答　

４
月
１
日
時
点
の
待
機
児

童
は
36
人
で
あ
り
、
昨
年
度
よ

り
61
人
減
。
地
域
バ
ラ
ン
ス
は
、

市
北
西
部
や
市
東
部
が
比
較
的

多
く
、
こ
の
周
辺
地
域
に
認
可

保
育
園
１
か
所
、
小
規
模
保
育

所
２
か
所
の
整
備
を
行
い
、
約

110
人
の
受
入
れ
拡
大
を
予
定
。

令
和
４
年
４
月
の
待
機
児
童
解

消
へ
向
け
対
策
を
進
め
る
。

若
者
向
け
新
規
事
業

問　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
若

者
相
談
事
業
の
取
組
内
容
は
。

答　
自
殺
防
止
対
策
と
し
て
、

若
年
層
の
相
談
環
境
に
視
点
を

置
き
、
生
活
形
態
に
配
慮
し
た
。

問　
学
生
応
援
特
別
給
付
金
の

内
容
は
。

答　
国
の
修
学
支
援
新
制
度
の

認
定
を
受
け
て
い
る
西
東
京
市

民
の
学
生
を
対
象
に
、
１
人
当

た
り
５
万
円
を
給
付
す
る
も
の
。

意
見　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
で

あ
り
、
事
務
手
続
は
簡
素
化
を

図
る
べ
き
で
あ
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

問　
定
員
200
％
超
へ
の
対
応
は
。

答　
教
育
委
員
会
と
も
連
携
し
、

東
小
学
校
の
一
部
施
設
を
学
童

ク
ラ
ブ
用
に
改
修
す
る
工
事
を

実
施
。
今
後
も
教
育
委
員
会
と

協
議
し
、
施
設
確
保
に
努
め
る
。

特
別
支
援
学
級
体
制
整
備

問　

４
校
体
制
の
効
果
と
は
。

答　
拠
点
校
を
増
や
す
こ
と
で
、

適
切
な
グ
ル
ー
プ
編
成
が
で
き
、

よ
り
個
に
応
じ
た
指
導
、
支
援

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

学
校
応
援
団
に
つ
い
て

問　
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期
待

し
、
地
域
へ
ど
の
よ
う
な
呼
び

か
け
を
す
る
の
か
。

答　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た

ち
の
学
び
や
成
長
を
支
え
る
仕

組
み
と
と
ら
え
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
や
地

域
へ
の
愛
着
が
高
ま
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。
ま
た
地
域
全

体
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。

意
見　
学
校
関
係
者
の
人
脈
が

も
の
す
ご
く
大
事
に
な
る
。
今

あ
る
制
度
も
し
っ
か
り
活
用
し
、

つ
な
い
で
い
く
こ
と
も
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

学
習
環
境
の
充
実

問　
学
習
進
度
に
つ
い
て
い
け

な
い
児
童
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

答　
習
熟
度
別
授
業
で
児
童
生

徒
の
習
熟
度
に
合
っ
た
指
導
や
、

個
別
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

問　
逆
に
学
校
の
学
習
内
容
で

は
物
足
り
な
い
児
童
生
徒
へ
の

対
応
は
。

答　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

が
開
始
さ
れ
、
学
習
コ
ン
テ
ン

ツ
の
活
用
に
よ
り
、
予
習
や
応

用
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

意
見　
進
度
に
つ
い
て
い
け
な

い
子
に
は
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
た
だ
き
、
進
度
に
十
分
な

子
に
は
天
井
を
設
け
な
い
よ
う

な
指
導
を
。
ま
た
学
校
は
個
人

が
学
ぶ
の
に
加
え
、
友
達
と
関

わ
り
あ
い
な
が
ら
、
違
い
を
認

め
あ
う
こ
と
、
支
え
あ
う
こ
と

も
大
切
で
あ
る
。

ひ
ば
り
中
跡
地
に
つ
い
て

問　
ひ
ば
り
が
丘
中
学
校
は
い

よ
い
よ
２
学
期
か
ら
新
校
舎
に

移
転
す
る
。
解
体
後
の
跡
地
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答　
教
育
委
員
会
の
検
討
段
階

か
ら
調
整
を
し
、
跡
地
活
用
方

針
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
方
向

性
を
定
め
て
い
く
。

問　
新
校
舎
は
既
に
竣
工
し
て

い
る
。
用
地
取
得
額
は
約
35
億

円
で
あ
り
、
現
況
学
校
用
地
の

二
重
保
有
で
あ
る
。
財
産
を
い

ち
早
く
市
長
部
局
に
移
管
し
対

応
を
。

答　
総
合
管
理
計
画
の
改
定
を

検
討
す
る
中
で
方
向
性
を
定
め

る
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

問　
都
補
助
に
よ
り
、
本
年
10

月
よ
り
65
歳
以
上
の
自
己
負
担

が
半
額
に
な
る
が
時
限
措
置
と

聞
い
て
い
る
。
本
市
の
対
応
は
。

答　
本
年
10
月
１
日
か
ら
の
接

種
分
に
つ
い
て
自
己
負
担
額
が

５
千
円
か
ら
２
千
500
円
に
減
額

と
な
り
、
令
和
５
年
度
ま
で
の

３
年
間
と
す
る
。

問　
本
年
９
月
末
ま
で
に
受
け

た
方
は
半
額
と
な
ら
な
い
。
市

の
単
独
に
て
９
月
末
ま
で
受
け

た
方
に
も
対
応
す
べ
き
で
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と

の
兼
ね
合
い
で
、
混
乱
が
予
想

さ
れ
、
事
務
の
煩
雑
化
や
ト
ラ

ブ
ル
が
想
定
さ
れ
る
の
で
市
独

自
対
応
は
し
な
い
。

意
見　
事
務
の
煩
雑
で
は
な
く
、

市
民
に
と
り
有
意
義
な
対
応
を
。

福
祉
施
設
短
期
入
所
整
備

問　
短
期
入
所
を
活
用
し
た
緊

急
時
の
受
入
れ
態
勢
に
つ
い
て

の
拠
点
整
備
は
ど
う
か
。

答　
泉
小
学
校
跡
地
の
障
害
福

祉
施
設
を
活
用
し
、
緊
急
時
の

迅
速
、
確
実
な
相
談
支
援
の
実

施
及
び
短
期
入
所
の
活
用
が
可

能
に
な
る
。
さ
ら
に
、
体
験
の

機
会
提
供
や
共
同
生
活
援
助
の

支
援
体
制
を
提
供
し
て
い
く
。

西
武
新
宿
線
連
続
立
体
交
差

問　
事
業
認
可
ま
で
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

答　
本
年
度
に
都
市
計
画
決
定

を
し
、
影
響
が
生
じ
る
関
係
権

利
者
の
方
を
対
象
に
用
地
測
量

等
説
明
会
を
行
い
令
和
４
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
に
事
業
認
可

を
取
得
す
る
予
定
で
あ
る
と
の

こ
と
。
完
成
は
令
和
18
年
度
か

ら
19
年
度
を
目
指
す
と
の
こ
と
。

東
大
農
場
に
つ
い
て

問　
農
場
周
辺
の
地
区
計
画
が

変
更
さ
れ
た
が
、
地
域
の
豊
か

な
緑
を
ど
の
よ
う
に
保
存
し
て

行
く
の
か
。

答　
地
区
計
画
で
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
再
整
備
を
行
う
地
区
の
緑

豊
か
な
空
間
を
確
保
し
、
土
地

利
用
転
換
が
想
定
さ
れ
る
地
区

の
緑
化
を
推
進
す
る
。

意
見　
都
市
計
画
道
路
３・
４
・

９
号
線
が
開
通
す
れ
ば
、
利
便

性
が
大
き
く
向
上
す
る
。
市
民
、

行
政
、
東
大
が
連
携
し
て
農
業

に
親
し
め
る
、
緑
の
空
間
に
な

れ
ば
と
思
う
。

温
室
効
果
ガ
ス
実
質
ゼ
ロ
へ

問　
単
純
に
二
酸
化
炭
素
の
排

出
を
な
く
す
の
で
は
な
く
、
ほ

か
の
取
組
と
合
わ
せ
て
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
脱
炭
素
社
会
に
向

け
た
具
体
的
な
取
組
は
何
か
。

答　
市
庁
舎
等
へ
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
環
境
に

配
慮
し
た
公
用
車
導
入
な
ど
、

効
果
的
な
取
組
を
検
討
す
る
。

意
見　
自
治
体
と
し
て
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
効
果
的
な
の
か
。

市
民
へ
の
啓
発
も
こ
れ
ま
で
と

は
違
う
視
点
で
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者
支

援問　
市
内
事
業
者
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
は
一
層
厳
し
い
。
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
、
市
内
消
費
喚
起
事

業
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
応
援
事
業
の
進
捗
は
。

答　
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
、
消
費
者
に

向
け
た
説
明
会
を
開
催
す
る
。

消
費
喚
起
事
業
は
、
９
月
１
日

事
業
開
始
に
向
け
準
備
し
て
い

る
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
応
援
事
業
は
、
対
象
と
な
る

事
業
所
に
対
し
て
案
内
を
発
送

し
て
い
る
。

問　
消
費
喚
起
事
業
の
抽
選
販

売
方
法
と
引
換
方
法
は
。

答　
７
千
円
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を

５
千
円
で
販
売
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
及
び
往
復
は
が
き
で
受
け
付

け
る
。
販
売
場
所
は
市
内
19
か

所
の
郵
便
局
に
依
頼
し
て
い
る
。

（
仮
称
）Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
パ
ー
ク

問　
い
こ
い
の
森
公
園
を
し
の

ぐ
広
大
な
緑
地
と
運
動
場
で
あ

り
、
令
和
５
年
６
月
を
目
途
に

開
放
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
。

答　
（
株
）三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が

所
有
す
る
武
蔵
野
運
動
場
は
、

持
続
可
能
な
環
境
・
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組
の
一
環
で
あ

る
と
の
こ
と
。

問　
公
・
民
・
学
の
具
体
的
な

連
携
と
は
何
か
。

答　
多
世
代
が
過
ご
す
活
動
エ

リ
ア
と
し
て
は
申
し
分
な
く
、

協
定
内
容
を
生
か
し
、
児
童
生

徒
、
学
生
の
交
流
を
図
り
地
域

住
民
と
行
政
が
連
携
す
る
居
場

所
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺

問　
駅
南
口
の
市
道
104
号
線
の

東
側
歩
道
は
4.5
ｍ
へ
と
拡
幅
予

定
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
西
側
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
工
事
と
の
調
整
は
。

答　
東
側
歩
道
の
北
側
約
110
ｍ

に
お
い
て
幅
員
2.5
ｍ
を
4.5
ｍ
に

拡
幅
す
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発

事
業
等
の
影
響
を
踏
ま
え
、
施

行
範
囲
や
施
工
時
期
を
十
分
調

整
し
事
業
進
捗
に
努
め
る
。

問　
駅
北
口
都
市
計
画
道
路

３・
４・
13
号
線
の
進
捗
状
況
は
。

答　
延
長
約
219
ｍ
の
区
間
は
、

用
地
交
渉
に
向
け
た
準
備
を
東

京
都
、
新
座
市
そ
れ
ぞ
れ
進
め

て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

意
見　
３
・
４
・
13
号
線
は
ひ

ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
か
ら
調
布
保

谷
線
へ
の
重
要
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
。
早
期
整
備
を

す
る
よ
う
要
請
を
お
願
い
す
る
。

田
無
駅
南
口
に
つ
い
て

問　
駅
前
交
通
広
場
に
つ
い
て

は
、
ゆ
っ
く
り
と
着
実
に
進
展

し
て
い
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
図
を

掲
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
昨
年
度
ま
で
に
、
事
業
面

積
の
約
20
・
８
％
の
用
地
取
得

を
完
了
し
た
。
早
期
完
了
を
目

指
し
引
き
続
き
権
利
者
の
皆
様

に
対
し
て
事
業
協
力
の
お
願
い

の
継
続
と
と
も
に
、
移
転
方
法

や
生
活
再
建
等
の
協
議
を
重
ね

て
い
く
。
イ
メ
ー
ジ
図
は
進
捗

を
踏
ま
え
て
作
成
し
て
い
く
。

問　
認
可
期
間
の
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
完
成
す
る
の
か
。

答　
事
業
進
捗
を
踏
ま
え
る
と

事
業
認
可
の
延
伸
に
つ
い
て
は

調
整
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

10
年
、
20
年
先
の
「
未
来
の
西

東
京
の
ま
ち
の
姿
」
を
具
体
的

に
イ
メ
ー
ジ
し
共
有
で
き
る
よ

う
、
ま
ち
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
作
成
す
る
。

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、
広
報
機
能
、
情

報
発
信
強
化
を
図
る
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
教
育
環

境
の
整
備
に
力
点
を
置
く
一
方

で
、
施
設
総
量
や
経
常
的
な
コ

ス
ト
を
確
実
に
抑
制
し
な
け
れ

ば
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
は

非
常
に
厳
し
い
。

庁
舎
機
能
を
最
大
限
に
活
用

す
る
た
め
、
田
無
庁
舎
の
耐
力

度
調
査
を
実
施
し
、
庁
舎
統
合

方
針
の
見
直
し
を
行
う
。

旧
保
谷
庁
舎
は
、
令
和
３
・

４
年
度
に
解
体
す
る
。

中
央
図
書
館
・
田
無
公
民
館

は
、
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す

る
。
公
共
施
設
は
、
単
に
同
じ

よ
う
に
作
り
変
え
る
の
で
は
な

く
、
施
設
再
編
や
長
寿
命
化
に

取
り
組
み
、
コ
ス
ト
全
体
の
抑

制
に
つ
な
げ
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
Ｗ
e
b
相
談
な
ど
を
試
行
的

に
実
施
す
る
。

本
市
の
子
ど
も
施
策
を
対
象

と
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
実
施
す
る
。

市
長
の
施
政
方
針
の
概
要

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団

新
市
長
財
政
規
律
鮮
明
に
出
す
!!

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
着
実

若
者
支
援
へ
の
新
規
事
業
施
策
！

エ
リ
ア
（
圏
域
）
再
構
築
を
!!

稲　
垣　
裕　
二

山　
田　
忠　
良

中　
川　
清　
志

冨　
永　
雄　
二

坂
井　
か
ず
ひ
こ

酒
井　
ご
う
一
郎

田
中　
の
り
あ
き

小　
林　
た
つ
や

遠　
藤　
源
太
郎

保　
谷　
な
お
み

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

地
域
の
支
え
が
あ
る

ま
ち
づ
く
り

令
和
３
年
度
の
主
要
な
取
組

＊＊
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市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
行
政
マ
ン
か
ら
な
ぜ
政
治

家
に
と
考
え
た
の
か
。
行
政
マ

ン
で
は
何
が
不
都
合
で
、
市
長

と
い
う
政
治
家
に
な
ろ
う
と
思

わ
れ
た
の
か
、
政
治
家
池
澤
隆

史
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

答　
西
東
京
市
の
誕
生
に
携
わ

っ
た
一
人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
経
験
を
生
か
し
故
郷
に

恩
返
し
を
し
た
い
。
皆
様
の
代

表
と
し
て
、
決
断
す
る
力
、
実

行
す
る
力
、
さ
ら
に
責
任
を
備

え
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要

で
あ
り
、
組
織
の
長
と
し
て
は
、

政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

職
員
と
の
信
頼
関
係
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
市
民
の
皆
様
と

と
も
に
市
政
運
営
に
臨
ん
で
い

く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問　
７
月
末
ま
で
に
高
齢
者
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
完
了
で
き
る

の
か
。

答　
高
齢
者
年
齢
区
分
を
３
段

階
と
し
、
80
％
台
の
接
種
を
見

込
ん
で
い
る
。

問　
市
内
医
療
機
関
の
体
制
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
予
約
対
応

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　
６
月
よ
り
市
内
５
病
院
や

診
療
所
に
お
い
て
、
身
近
で
安

心
し
て
接
種
を
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
体
制
構
築
を
図
っ
て

い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
ア

ク
セ
ス
集
中
に
よ
る
シ
ス
テ
ム

障
害
も
発
生
し
て
い
な
い
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
全
て

の
方
に
安
心
し
て
受
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
引
き
続
き
接
種
体

制
の
整
備
に
努
め
る
。

問　
医
師
会
と
の
調
整
の
状
況

は
。

答　
円
滑
に
接
種
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
、
き
め
細
か
く
医
師

会
と
連
携
し
市
民
へ
の
情
報
提

供
に
努
め
る
。

予
算
編
成
に
つ
い
て

問　
予
算
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
政
策
判
断
を
し
た
の
か
。

答　
子
ど
も
が
ど
真
ん
中
の
ま

ち
づ
く
り
や
健
康
応
援
都
市
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
中
心
に
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
予
算
と

し
た
。

問　
第
４
次
行
革
の
目
標
は
達

成
で
き
て
い
な
い
が
、
対
応
は
。

答　
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の

確
立
と
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
。
第

４
次
行
革
を
着
実
に
推
進
す
る
。

問　
財
政
調
整
基
金
残
高
も
目

標
値
に
は
至
っ
て
な
い
が
、
前

年
度
比
約
６
億
８
千
万
円
の
残

高
回
復
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
に
な
い
傾
向
で
あ
り
、
市

長
の
明
確
な
意
思
な
の
か
。

答　
財
政
調
整
基
金
残
高
の
回

復
は
、
課
題
の
１
つ
で
あ
り
、

特
に
意
識
し
た
。

問　
臨
時
財
政
対
策
債
の
満
額

発
行
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
見
直
す
べ
き
と
意
見
し
て
き

た
。
西
東
京
市
誕
生
以
来
初
め

て
当
初
予
算
に
お
い
て
、
発
行

額
を
５
億
円
抑
制
し
た
。
基
金

同
様
市
長
の
意
思
か
。

答　
償
還
と
借
入
の
バ
ラ
ン
ス

を
意
識
し
、
借
入
を
抑
制
し
た
。

意
見　
基
金
残
高
や
公
債
費
管

理
に
つ
い
て
は
、
池
澤
色
が
明

確
に
出
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
高
く
評
価
す
る
。
今
回

だ
け
の
対
応
で
は
な
く
、
今
後

明
確
な
ル
ー
ル
化
を
行
う
よ
う

求
め
る
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

問　
こ
れ
か
ら
の
市
役
所
の
あ

り
方
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
行
政

需
要
の
変
化
な
ど
想
定
さ
れ
る
。

施
設
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
最

適
化
を
ど
う
す
る
の
か
。

答　
現
在
の
保
有
量
を
維
持
し

た
場
合
、
令
和
42
年
度
ま
で
の

39
年
間
で
約
２
千
億
円
を
超
え

る
更
新
費
用
が
必
要
。
公
共
施

設
の
質
と
量
の
最
適
化
、
維
持

管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
っ
て

い
く
。

意
見　
こ
れ
ま
で
も
指
摘
し
た

が
、
床
面
積
保
有
量
の
10
％
減

で
は
な
く
、
効
果
額
が
必
要
で

あ
る
。
計
画
が
示
さ
れ
た
段
階

で
確
認
す
る
。

エ
リ
ア
（
圏
域
）
の
再
構
築

問　
圏
域
を
設
定
す
る
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
中
学
校
区
を
エ
リ

ア
と
し
、
公
共
施
設
再
編
計
画

な
ど
と
連
携
し
進
め
る
べ
き
で

あ
る
と
言
っ
て
き
た
。
市
長
は

学
校
を
中
心
と
し
た
地
域
性
を

重
視
し
て
い
る
が
、
エ
リ
ア
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
か
。

答　
エ
リ
ア
の
再
構
築
は
重
要

な
テ
ー
マ
。
顔
の
見
え
る
つ
な

が
り
が
重
要
で
あ
り
、
中
学
校

区
程
度
の
規
模
を
視
野
に
エ
リ

ア
の
設
定
を
検
討
す
る
。

待
機
児
童
対
策

問　
本
年
度
の
待
機
児
童
数
は
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
は
。
地

域
に
よ
り
偏
り
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
検
討

状
況
は
。

答　

４
月
１
日
時
点
の
待
機
児

童
は
36
人
で
あ
り
、
昨
年
度
よ

り
61
人
減
。
地
域
バ
ラ
ン
ス
は
、

市
北
西
部
や
市
東
部
が
比
較
的

多
く
、
こ
の
周
辺
地
域
に
認
可

保
育
園
１
か
所
、
小
規
模
保
育

所
２
か
所
の
整
備
を
行
い
、
約

110
人
の
受
入
れ
拡
大
を
予
定
。

令
和
４
年
４
月
の
待
機
児
童
解

消
へ
向
け
対
策
を
進
め
る
。

若
者
向
け
新
規
事
業

問　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
若

者
相
談
事
業
の
取
組
内
容
は
。

答　
自
殺
防
止
対
策
と
し
て
、

若
年
層
の
相
談
環
境
に
視
点
を

置
き
、
生
活
形
態
に
配
慮
し
た
。

問　
学
生
応
援
特
別
給
付
金
の

内
容
は
。

答　
国
の
修
学
支
援
新
制
度
の

認
定
を
受
け
て
い
る
西
東
京
市

民
の
学
生
を
対
象
に
、
１
人
当

た
り
５
万
円
を
給
付
す
る
も
の
。

意
見　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
で

あ
り
、
事
務
手
続
は
簡
素
化
を

図
る
べ
き
で
あ
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

問　
定
員
200
％
超
へ
の
対
応
は
。

答　
教
育
委
員
会
と
も
連
携
し
、

東
小
学
校
の
一
部
施
設
を
学
童

ク
ラ
ブ
用
に
改
修
す
る
工
事
を

実
施
。
今
後
も
教
育
委
員
会
と

協
議
し
、
施
設
確
保
に
努
め
る
。

特
別
支
援
学
級
体
制
整
備

問　

４
校
体
制
の
効
果
と
は
。

答　
拠
点
校
を
増
や
す
こ
と
で
、

適
切
な
グ
ル
ー
プ
編
成
が
で
き
、

よ
り
個
に
応
じ
た
指
導
、
支
援

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

学
校
応
援
団
に
つ
い
て

問　
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期
待

し
、
地
域
へ
ど
の
よ
う
な
呼
び

か
け
を
す
る
の
か
。

答　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た

ち
の
学
び
や
成
長
を
支
え
る
仕

組
み
と
と
ら
え
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
や
地

域
へ
の
愛
着
が
高
ま
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。
ま
た
地
域
全

体
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。

意
見　
学
校
関
係
者
の
人
脈
が

も
の
す
ご
く
大
事
に
な
る
。
今

あ
る
制
度
も
し
っ
か
り
活
用
し
、

つ
な
い
で
い
く
こ
と
も
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

学
習
環
境
の
充
実

問　
学
習
進
度
に
つ
い
て
い
け

な
い
児
童
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

答　
習
熟
度
別
授
業
で
児
童
生

徒
の
習
熟
度
に
合
っ
た
指
導
や
、

個
別
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

問　
逆
に
学
校
の
学
習
内
容
で

は
物
足
り
な
い
児
童
生
徒
へ
の

対
応
は
。

答　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

が
開
始
さ
れ
、
学
習
コ
ン
テ
ン

ツ
の
活
用
に
よ
り
、
予
習
や
応

用
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

意
見　
進
度
に
つ
い
て
い
け
な

い
子
に
は
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
た
だ
き
、
進
度
に
十
分
な

子
に
は
天
井
を
設
け
な
い
よ
う

な
指
導
を
。
ま
た
学
校
は
個
人

が
学
ぶ
の
に
加
え
、
友
達
と
関

わ
り
あ
い
な
が
ら
、
違
い
を
認

め
あ
う
こ
と
、
支
え
あ
う
こ
と

も
大
切
で
あ
る
。

ひ
ば
り
中
跡
地
に
つ
い
て

問　
ひ
ば
り
が
丘
中
学
校
は
い

よ
い
よ
２
学
期
か
ら
新
校
舎
に

移
転
す
る
。
解
体
後
の
跡
地
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答　
教
育
委
員
会
の
検
討
段
階

か
ら
調
整
を
し
、
跡
地
活
用
方

針
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
方
向

性
を
定
め
て
い
く
。

問　
新
校
舎
は
既
に
竣
工
し
て

い
る
。
用
地
取
得
額
は
約
35
億

円
で
あ
り
、
現
況
学
校
用
地
の

二
重
保
有
で
あ
る
。
財
産
を
い

ち
早
く
市
長
部
局
に
移
管
し
対

応
を
。

答　
総
合
管
理
計
画
の
改
定
を

検
討
す
る
中
で
方
向
性
を
定
め

る
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

問　
都
補
助
に
よ
り
、
本
年
10

月
よ
り
65
歳
以
上
の
自
己
負
担

が
半
額
に
な
る
が
時
限
措
置
と

聞
い
て
い
る
。
本
市
の
対
応
は
。

答　
本
年
10
月
１
日
か
ら
の
接

種
分
に
つ
い
て
自
己
負
担
額
が

５
千
円
か
ら
２
千
500
円
に
減
額

と
な
り
、
令
和
５
年
度
ま
で
の

３
年
間
と
す
る
。

問　
本
年
９
月
末
ま
で
に
受
け

た
方
は
半
額
と
な
ら
な
い
。
市

の
単
独
に
て
９
月
末
ま
で
受
け

た
方
に
も
対
応
す
べ
き
で
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と

の
兼
ね
合
い
で
、
混
乱
が
予
想

さ
れ
、
事
務
の
煩
雑
化
や
ト
ラ

ブ
ル
が
想
定
さ
れ
る
の
で
市
独

自
対
応
は
し
な
い
。

意
見　
事
務
の
煩
雑
で
は
な
く
、

市
民
に
と
り
有
意
義
な
対
応
を
。

福
祉
施
設
短
期
入
所
整
備

問　
短
期
入
所
を
活
用
し
た
緊

急
時
の
受
入
れ
態
勢
に
つ
い
て

の
拠
点
整
備
は
ど
う
か
。

答　
泉
小
学
校
跡
地
の
障
害
福

祉
施
設
を
活
用
し
、
緊
急
時
の

迅
速
、
確
実
な
相
談
支
援
の
実

施
及
び
短
期
入
所
の
活
用
が
可

能
に
な
る
。
さ
ら
に
、
体
験
の

機
会
提
供
や
共
同
生
活
援
助
の

支
援
体
制
を
提
供
し
て
い
く
。

西
武
新
宿
線
連
続
立
体
交
差

問　
事
業
認
可
ま
で
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

答　
本
年
度
に
都
市
計
画
決
定

を
し
、
影
響
が
生
じ
る
関
係
権

利
者
の
方
を
対
象
に
用
地
測
量

等
説
明
会
を
行
い
令
和
４
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
に
事
業
認
可

を
取
得
す
る
予
定
で
あ
る
と
の

こ
と
。
完
成
は
令
和
18
年
度
か

ら
19
年
度
を
目
指
す
と
の
こ
と
。

東
大
農
場
に
つ
い
て

問　
農
場
周
辺
の
地
区
計
画
が

変
更
さ
れ
た
が
、
地
域
の
豊
か

な
緑
を
ど
の
よ
う
に
保
存
し
て

行
く
の
か
。

答　
地
区
計
画
で
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
再
整
備
を
行
う
地
区
の
緑

豊
か
な
空
間
を
確
保
し
、
土
地

利
用
転
換
が
想
定
さ
れ
る
地
区

の
緑
化
を
推
進
す
る
。

意
見　
都
市
計
画
道
路
３・
４
・

９
号
線
が
開
通
す
れ
ば
、
利
便

性
が
大
き
く
向
上
す
る
。
市
民
、

行
政
、
東
大
が
連
携
し
て
農
業

に
親
し
め
る
、
緑
の
空
間
に
な

れ
ば
と
思
う
。

温
室
効
果
ガ
ス
実
質
ゼ
ロ
へ

問　
単
純
に
二
酸
化
炭
素
の
排

出
を
な
く
す
の
で
は
な
く
、
ほ

か
の
取
組
と
合
わ
せ
て
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
脱
炭
素
社
会
に
向

け
た
具
体
的
な
取
組
は
何
か
。

答　
市
庁
舎
等
へ
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
環
境
に

配
慮
し
た
公
用
車
導
入
な
ど
、

効
果
的
な
取
組
を
検
討
す
る
。

意
見　
自
治
体
と
し
て
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
効
果
的
な
の
か
。

市
民
へ
の
啓
発
も
こ
れ
ま
で
と

は
違
う
視
点
で
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者
支

援問　
市
内
事
業
者
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
は
一
層
厳
し
い
。
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
、
市
内
消
費
喚
起
事

業
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
応
援
事
業
の
進
捗
は
。

答　
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
、
消
費
者
に

向
け
た
説
明
会
を
開
催
す
る
。

消
費
喚
起
事
業
は
、
９
月
１
日

事
業
開
始
に
向
け
準
備
し
て
い

る
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
応
援
事
業
は
、
対
象
と
な
る

事
業
所
に
対
し
て
案
内
を
発
送

し
て
い
る
。

問　
消
費
喚
起
事
業
の
抽
選
販

売
方
法
と
引
換
方
法
は
。

答　
７
千
円
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を

５
千
円
で
販
売
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
及
び
往
復
は
が
き
で
受
け
付

け
る
。
販
売
場
所
は
市
内
19
か

所
の
郵
便
局
に
依
頼
し
て
い
る
。

（
仮
称
）Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
パ
ー
ク

問　
い
こ
い
の
森
公
園
を
し
の

ぐ
広
大
な
緑
地
と
運
動
場
で
あ

り
、
令
和
５
年
６
月
を
目
途
に

開
放
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
。

答　
（
株
）三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が

所
有
す
る
武
蔵
野
運
動
場
は
、

持
続
可
能
な
環
境
・
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組
の
一
環
で
あ

る
と
の
こ
と
。

問　
公
・
民
・
学
の
具
体
的
な

連
携
と
は
何
か
。

答　
多
世
代
が
過
ご
す
活
動
エ

リ
ア
と
し
て
は
申
し
分
な
く
、

協
定
内
容
を
生
か
し
、
児
童
生

徒
、
学
生
の
交
流
を
図
り
地
域

住
民
と
行
政
が
連
携
す
る
居
場

所
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺

問　
駅
南
口
の
市
道
104
号
線
の

東
側
歩
道
は
4.5
ｍ
へ
と
拡
幅
予

定
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
西
側
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
工
事
と
の
調
整
は
。

答　
東
側
歩
道
の
北
側
約
110
ｍ

に
お
い
て
幅
員
2.5
ｍ
を
4.5
ｍ
に

拡
幅
す
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発

事
業
等
の
影
響
を
踏
ま
え
、
施

行
範
囲
や
施
工
時
期
を
十
分
調

整
し
事
業
進
捗
に
努
め
る
。

問　
駅
北
口
都
市
計
画
道
路

３・
４・
13
号
線
の
進
捗
状
況
は
。

答　
延
長
約
219
ｍ
の
区
間
は
、

用
地
交
渉
に
向
け
た
準
備
を
東

京
都
、
新
座
市
そ
れ
ぞ
れ
進
め

て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

意
見　
３
・
４
・
13
号
線
は
ひ

ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
か
ら
調
布
保

谷
線
へ
の
重
要
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
。
早
期
整
備
を

す
る
よ
う
要
請
を
お
願
い
す
る
。

田
無
駅
南
口
に
つ
い
て

問　
駅
前
交
通
広
場
に
つ
い
て

は
、
ゆ
っ
く
り
と
着
実
に
進
展

し
て
い
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
図
を

掲
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
昨
年
度
ま
で
に
、
事
業
面

積
の
約
20
・
８
％
の
用
地
取
得

を
完
了
し
た
。
早
期
完
了
を
目

指
し
引
き
続
き
権
利
者
の
皆
様

に
対
し
て
事
業
協
力
の
お
願
い

の
継
続
と
と
も
に
、
移
転
方
法

や
生
活
再
建
等
の
協
議
を
重
ね

て
い
く
。
イ
メ
ー
ジ
図
は
進
捗

を
踏
ま
え
て
作
成
し
て
い
く
。

問　
認
可
期
間
の
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
完
成
す
る
の
か
。

答　
事
業
進
捗
を
踏
ま
え
る
と

事
業
認
可
の
延
伸
に
つ
い
て
は

調
整
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。
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ワクチン接種会場模擬訓練の様子

下野谷遺跡の縄文モニュメント
（東伏見駅前）

本会議 委員会 本会議 まちづくり

議
案
の
提
出 ・市長が提案した理由の説明

・委員会へ割り振り（付託）

・様々な審査
 （質疑、答弁）

・委員長から審査の報告
・賛否理由の表明（討論）
・多数決で決定（採決）

・予算の執行
・事業の実施など

＊レスパイト事業　重症心身障害児（者）等の健康の保持と在宅で介護する家族の介護負担の軽減を図ることを目的として、自宅に訪問看護事業所から看護師・准看護師を派遣し、介護者である家
族が行っている医療的ケアや療養上の世話を一定時間代わりに行う事業。

問　
都
議
会
公
明
党
は
、
第
２

子
の
保
育
料
無
償
化
、
高
校
３

年
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
、

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
無

償
化
な
ど
を
政
策
と
し
て
発
表

し
た
。
都
と
連
携
し
て
着
実
に

取
り
組
む
べ
き
。

答　
国
や
都
と
連
携
し
た
取
組

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
計
13
回
に
わ
た

っ
て
87
項
目
の
対
策
を
提
案
し

て
き
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
、

予
約
の
電
話
回
線
増
設
や
Ｗ
ｅ

ｂ
予
約
サ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
新

た
な
集
団
接
種
会
場
を
提
案
し

て
お
り
、
見
解
を
伺
う
。

答　
検
討
し
て
い
く
。

問　
非
接
触
型
決
済
に
よ
る
感

染
症
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
を
提
案
し
た
。
感

染
症
の
最
前
線
で
働
く
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
の
応
援

事
業
と
あ
わ
せ
、
概
要
を
伺
う
。

答　
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ（
株
）の
決

済
シ
ス
テ
ム
を
事
業
者
負
担
な

く
利
用
で
き
、
７
月
１
日
か
ら

開
始
す
る
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
方
に
は
、
常
用
雇

用
者
な
ど
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア

ム
応
援
券
を
事
業
所
か
ら
８
月

中
に
配
布
す
る
予
定
。

問　
未
来
を
担
う
若
者
を
応
援

す
る
た
め
、
若
者
応
援
パ
ッ
ケ

ー
ジ
を
提
案
し
た
。
検
討
状
況

を
伺
う
。
ま
た
、
公
明
党
は
政

府
に
対
し
て
困
窮
世
帯
へ
の
新

た
な
支
援
策
を
提
言
し
た
。
市

の
対
応
を
伺
う
。

答　
若
者
支
援
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

と
し
て
新
規
事
業
を
行
う
。
具

体
的
に
は
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用

し
た
夜
間
を
重
視
し
た
相
談
事

業
、
困
窮
す
る
学
生
へ
の
給
付

（
５
万
円
）、
食
料
支
援
な
ど
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
国
が
生
活

困
窮
者
へ
の
支
援
金
を
支
給
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
注
視

す
る
。

問　
市
議
会
公
明
党
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
を

提
案
し
て
き
た
。
地
域
と
共
に

あ
る
学
校
へ
、（
仮
称
）
学
校

応
援
団
の
概
要
を
伺
う
。
学
校

給
食
へ
の
地
場
産
野
菜
の
使
用

率
向
上
へ
、
学
校
栄
養
士
や
市

内
農
家
と
連
携
を
強
化
す
べ
き
。

答　
（
仮
称
）
学
校
応
援
団
は
、

教
育
委
員
会
が
委
嘱
す
る
地
域

学
校
協
働
活
動
推
進
委
員
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
い
、
賛
同

い
た
だ
く
個
人
・
団
体
の
参
画

で
地
域
で
の
見
守
り
活
動
な
ど

多
様
な
活
動
を
期
待
し
て
い
る
。

栄
養
士
、
農
業
者
の
相
互
理
解

が
深
ま
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

問　
公
明
党
は
、
住
宅
手
当
制

度
の
創
設
な
ど
を
菅
首
相
に
提

言
し
て
い
る
。
市
の
取
組
を
伺

う
。

答　
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
賃

貸
住
宅
へ
の
円
滑
な
入
居
に
必

要
な
施
策
を
進
め
る
。

問　
障
害
者
の
緊
急
時
受
入
施

設
を
市
内
に
整
備
す
る
こ
と
や

重
度
心
身
障
害
児（
者
）の
家
族

へ
の
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
を
提
案

し
て
き
た
。
取
組
を
伺
う
。

答　
泉
小
学
校
跡
地
の
障
害
福

祉
施
設
を
活
用
し
、
緊
急
受
入

体
制
を
確
保
し
た
。
介
護
者
の

急
病
な
ど
に
24
時
間
365
日
対
応

で
き
る
よ
う
事
業
者
と
調
整
す

る
。
ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
が
必

要
な
子
ど
も
な
ど
が
い
る
家
庭

に
訪
問
看
護
師
が
支
援
を
す
る

こ
と
で
介
護
の
休
息
が
と
れ
る

体
制
を
整
え
る
。

問　
文
化
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
の

担
い
手
育
成
、
共
生
社
会
実
現

の
た
め
の
事
業
実
施
、
相
談
窓

口
の
開
設
な
ど
を
提
案
し
て
い

る
。
検
討
状
況
を
伺
う
。

答　
子
ど
も
た
ち
が
伝
統
文
化

を
体
験
す
る
事
業
を
市
民
団
体

と
協
力
し
て
行
う
。
ま
た
、
指

定
管
理
者
に
よ
り
、
誰
も
が
参

加
で
き
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ

ー
ト
を
12
月
に
開
催
予
定
。
さ

ら
に
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

相
談
窓
口
開
設
を
検
討
す
る
。

問　
公
明
党
の
強
い
訴
え
で
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
全
国
実
態

調
査
が
行
わ
れ
た
。
支
援
の
取

組
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
。

答　
令
和
元
年
度
、
市
内
の
要

保
護
児
童
等
か
ら
25
人
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
を
把
握
、
支
援
に

つ
な
げ
た
。
あ
ら
ゆ
る
機
関
と

連
携
し
て
取
り
組
む
。

問　
温
室
効
果
ガ
ス
実
質
排
出

ゼ
ロ
へ
の
取
組
を
伺
う
。
次
期

計
画
で
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
転

換
を
位
置
づ
け
る
べ
き
。

答　
今
年
度
中
に
、
具
体
的
な

事
業
と
と
も
に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
目
指
す
。
次

期
総
合
計
画
で
は
脱
炭
素
社
会

へ
の
転
換
の
視
点
を
踏
ま
え
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
環
境
基

本
計
画
で
目
標
値
を
掲
げ
る
検

討
を
行
う
。

問　
介
護
関
係
施
設
等
の
開
設

に
向
け
た
事
業
計
画
の
道
筋
を

伺
う
。

答　
次
期
計
画
で
は
、
定
期
巡

回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看

護
を
２
か
所
、
訪
問
・
通
所
・

宿
泊
を
複
合
的
に
行
う
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
、
ま
た
は

訪
問
看
護
も
組
み
合
わ
せ
た
看

護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

を
１
か
所
、
定
員
29
人
以
下
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設
を
１
か
所
整
備
す
る
。

問　
下
野
谷
遺
跡
は
、
規
模
、

内
容
と
も
に
傑
出
し
て
お
り
、

遺
跡
保
存
状
態
も
極
め
て
良
好

で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
魅

力
の
発
信
を
工
夫
す
べ
き
。

答　
７
月
を
目
途
に（
仮
称
）ム

ラ
び
と
通
信
を
発
行
す
る
と
と

も
に
、
広
く
情
報
発
信
で
き
る

よ
う
遺
跡
に
関
わ
る
皆
様
と
協

働
し
て
取
組
を
検
討
す
る
。

問　
西
東
京
市
初
の
公
私
連
携

協
定
に
よ
る
し
も
ほ
う
や
保
育

園
民
営
化
の
財
政
効
果
を
伺
う
。

ま
た
、
市
議
会
公
明
党
が
強
く

要
望
し
、
国
の
幼
児
教
育
・
保

育
無
償
化
の
対
象
外
で
市
独
自

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
幼
稚
園

類
似
施
設
や
無
認
可
幼
児
施
設

に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
以
降

も
補
助
を
検
討
す
べ
き
。

答　
運
営
費
等
に
係
る
財
政
効

果
は
、
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
年

間
約
１
億
900
万
円
。
市
独
自
の

補
助
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
に

補
助
継
続
を
求
め
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
地
域
防
災
計
画
の
改
定
に

よ
り
、
全
避
難
所
を
ス
ム
ー
ズ

に
開
設
で
き
る
体
制
を
整
え
る

べ
き
。
ま
た
、
今
回
の
法
改
正

に
よ
る
影
響
を
伺
う
。

答　
勤
務
時
間
内
は
避
難
所
配

置
職
員
が
、
勤
務
時
間
外
は
初

動
要
員
が
避
難
所
を
開
設
す
る

こ
と
と
し
、
人
事
異
動
の
際
な

ど
は
名
簿
を
更
新
し
て
体
制
を

確
保
し
て
い
る
。
災
害
対
策
基

本
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
災

害
発
生
前
の
自
主
避
難
所
開
設

時
に
避
難
所
運
営
協
議
会
の
方

が
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
災
害

救
助
法
の
適
用
が
可
能
に
な
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

よ
り
移
動
が
制
限
さ
れ
る
な
か
、

里
帰
り
出
産
に
関
わ
る
様
々
な

課
題
を
指
摘
し
て
き
た
。
取
組

を
伺
う
。

答　
今
年
度
か
ら
、
里
帰
り
先

で
の
予
防
接
種
費
用
に
係
る
補

助
制
度
を
創
設
す
る
。

問　
公
明
党
は
一
貫
し
て
行
政

手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
提
案
し

て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
庁
新
設
を

見
据
え
、
本
市
で
も
推
進
す
べ

き
。

答　
環
境
整
備
や
シ
ス
テ
ム
改

修
に
多
く
の
経
費
が
必
要
な
た

め
、
財
源
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
庁
内
推
進
体
制
を
構
築

す
る
。
将
来
を
見
据
え
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
る
。

市議会の流れ （議案が可決され、施策（事業）が実施されるまでの流れ）

西
東
京
市
議
会
公
明
党

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
計
13
回
、

87
項
目
の
緊
急
要
望
を
提
出
！

迅
速
に
対
策
を
実
施
す
べ
き
！

大
　
林
　
光
　
昭

田
　
代
　
伸
　
之

藤
　
田
　
美
智
子

佐
　
藤
　
公
　
男

小
　
幡
　
勝
　
己
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生活保護のしおり表紙

健康ポイントアプリ「あるこ」

＊ガバメントクラウドファンディング（GCF）　自治体が抱える問題解決のため、ふるさと納税の寄附金の「使い道」をより具体的にプロジェクト化し、そのプロジェクトに共感した方から寄附を募る仕組み。

市
長
の
政
治
姿
勢

問　
市
長
選
挙
で
の
「
明
日
の

西
東
京
を
創
る
会
」
が
発
行
し

た
法
定
２
号
ビ
ラ
に
つ
い
て
、

本
定
例
会
初
日
に
市
長
か
ら
謝

罪
の
発
言
が
さ
れ
た
。
こ
の
発

言
は
、
ビ
ラ
の
発
行
を
止
め
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
も
含
め
て
の

内
容
と
受
け
止
め
て
い
い
の
か
。

答　
発
行
を
止
め
る
機
会
も
あ

っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

意
見　
今
後
の
市
政
運
営
で
の

誠
実
な
姿
勢
を
求
め
る
。

生
活
保
護
行
政

問　
憲
法
第
25
条
に
規
定
さ
れ

た
生
存
権
の
根
幹
で
あ
る
生
活

保
護
制
度
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
も
踏
ま
え
た
見
解
を
伺
う
。

答　
生
活
保
護
の
申
請
は
国
民

の
権
利
で
あ
り
、
生
活
保
護
を

必
要
と
す
る
可
能
性
は
誰
に
で

も
あ
る
。
安
心
し
て
相
談
で
き

る
環
境
が
重
要
で
あ
り
、
き
め

細
や
か
な
相
談
業
務
に
努
め
て

い
る
。

意
見　
答
弁
内
容
を
踏
ま
え
、

生
活
保
護
に
対
す
る
偏
見
・
誤

解
を
な
く
す
た
め
に
も
、
広
い

周
知
を
求
め
る
。

隠
れ
教
育
費

問　
公
立
学
校
で
の
保
護
者
負

担
金
、
い
わ
ゆ
る
「
隠
れ
教
育

費
」
に
つ
い
て
、
小
学
校
６
年

間
で
約
50
万
円
、
中
学
校
３
年

間
で
約
42
万
円
と
い
う
調
査
を

見
聞
き
し
て
い
る
。
本
市
の
状

況
と
憲
法
第
26
条
に
規
定
さ
れ

た
義
務
教
育
の
無
償
化
も
踏
ま

え
、
軽
減
に
向
け
た
考
え
方
は
。

答　
法
律
に
よ
り
授
業
料
と
教

科
書
を
無
償
と
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
保
護
者
負
担

金
に
つ
い
て
正
式
な
調
査
は
行

っ
て
い
な
い
。
現
在
の
取
扱
い

の
範
囲
に
お
い
て
、
適
切
な
対

応
に
努
め
る
。

意
見　
憲
法
の
理
念
を
生
か
そ

う
と
い
う
姿
勢
が
欠
け
て
い
る
。

国
や
東
京
都
に
財
政
支
援
も
積

極
的
に
働
き
か
け
、
保
護
者
負

担
金
の
軽
減
を
求
め
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
市
独
自
財
源

問　
こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
対
策

で
市
独
自
財
源
（
一
般
財
源
・

財
政
調
整
基
金
）
は
い
く
ら
投

入
さ
れ
て
き
た
の
か
。

答　
コ
ロ
ナ
対
策
の
総
額
で
は

約
312
億
円
だ
が
、
市
の
一
般
財

源
と
し
て
は
、
そ
の
う
ち
約
１

千
万
円
で
あ
る
。

意
見　
市
民
の
目
か
ら
見
る
と

「
１
千
万
円
し
か
出
し
て
い
な

い
」
と
映
る
。
財
政
調
整
基
金

の
残
高
が
目
標
額
に
達
し
て
い

な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
取
り

崩
す
べ
き
時
に
は
取
り
崩
す
判

断
が
で
き
る
よ
う
に
、
財
政
調

整
基
金
の
目
標
額
で
あ
る
40
億

円
の
考
え
方
を
明
確
に
示
す
べ

き
で
あ
る
。

行
革
に
よ
る
市
民
負
担
増

問　
市
民
負
担
増
・
サ
ー
ビ
ス

低
下
に
繋
が
る
行
革
項
目
の
見

直
し
を
繰
り
返
し
求
め
て
き
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
も
踏

ま
え
、
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き

だ
が
見
解
を
伺
う
。

答　
受
益
者
負
担
の
適
正
化
は

引
き
続
き
検
討
し
て
い
る
。

意
見　
自
治
体
は
、
住
民
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
が
基
本
で

あ
る
。
市
民
か
ら
の
視
点
は
絶

対
に
軽
視
し
て
は
い
け
な
い
。

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用

問　
施
政
方
針
で
は
、
子
ど
も

の
人
権
や
虐
待
防
止
の
た
め
の

事
業
に
つ
い
て
の
新
た
な
歳
入

確
保
と
し
て
、Ｇ
Ｃ
Ｆ
が
掲
げ

ら
れ
た
。
し
か
し
事
業
の
性
質

上
、
ま
た
池
澤
市
長
の
政
治
理

念
か
ら
も
、
市
と
し
て
責
任
を

持
っ
た
予
算
措
置
を
す
べ
き
事

業
で
あ
る
。
見
解
を
伺
う
。

答　
施
策
自
体
を
寄
附
で
賄
う

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
市
の

取
組
に
賛
同
い
た
だ
き
、
寄
附

に
よ
っ
て
地
域
全
体
で
子
育
て

を
応
援
す
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

意
見　
本
来
は
市
と
し
て
責
任

を
持
っ
た
財
源
措
置
を
し
て
、

そ
の
上
で
情
報
発
信
を
す
べ
き

事
業
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
過
密
の
解
消

問　
過
密
が
顕
著
で
あ
っ
た
東

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
今
年

度
に
施
設
を
増
設
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
他
に
も
定
員
超
過
と

な
っ
て
い
る
学
童
ク
ラ
ブ
が
あ

る
。
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

答　
引
き
続
き
教
育
委
員
会
等

と
協
議
を
し
な
が
ら
施
設
確
保

に
努
め
る
。
ま
た
児
童
館
や
児

童
セ
ン
タ
ー
の
活
用
、
放
課
後

子
供
教
室
と
の
連
携
等
も
検
討

す
る
。

意
見　
過
密
度
が
高
い
学
童
か

ら
早
急
に
施
設
増
設
を
求
め
る
。

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購

入
の
補
助

問　
東
京
都
の
補
助
を
活
用
し

て
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
補
助
を
す
る
特
別
区
が
増

え
て
き
て
い
る
が
、
多
摩
26
市

で
は
実
施
自
治
体
は
現
時
点
で

は
な
い
。
本
市
に
お
い
て
、
先

陣
を
切
っ
て
の
実
施
を
求
め
る

が
見
解
を
伺
う
。

答　
特
別
区
の
実
施
例
を
参
考

に
、
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
調
査
研
究
す
る
。

意
見　
加
齢
性
難
聴
は
認
知
症

の
発
症
・
悪
化
と
も
大
き
く
関

連
す
る
。
健
康
応
援
都
市
に
相

応
し
い
姿
勢
・
取
組
を
求
め
る
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る

個
人
情
報
保
護

問　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
便

利
に
な
る
反
面
、
危
惧
・
懸
念

も
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
一
つ
が
個
人
情
報
保
護
で
あ

る
が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　
各
自
治
体
の
個
人
情
報
保

護
条
例
に
つ
い
て
、
全
国
的
な

共
通
ル
ー
ル
が
規
定
さ
れ
た
。

本
市
の
条
例
も
改
正
に
向
け
、

情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

意
見　
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
の
国

会
論
戦
の
過
程
で
は
、
個
人
情

報
保
護
法
制
の
一
元
化
に
よ
る

国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵

害
等
の
重
大
な
問
題
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
住
民
福
祉
の
増
進

を
侵
す
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
化
に

は
賛
同
で
き
ず
、
国
に
も
意
見

を
言
っ
て
い
く
姿
勢
を
求
め
る
。

意
見　
本
定
例
会
の
冒
頭
に
市

長
は
、
さ
き
の
市
長
選
挙
に
お

い
て
市
長
の
確
認
団
体
が
発
行

し
た
相
手
候
補
を
誹
謗
中
傷
し

た
ビ
ラ
に
つ
い
て
、
初
め
て
相

手
候
補
者
及
び
そ
の
候
補
者
を

応
援
し
た
方
々
へ
対
し
、
謝
罪

を
し
た
。
ま
た
こ
の
ビ
ラ
を
読

ん
で
不
快
に
思
わ
れ
た
多
く
の

市
民
へ
も
再
度
謝
罪
を
し
た
。

こ
の
こ
と
に
、
私
た
ち
は
一
定

の
評
価
を
す
る
。

問　
西
東
京
市
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
公

表
に
つ
い
て
、
累
積
人
数
だ
け

で
な
く
重
症
者
数
と
死
者
数
も

公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
東
京
都
及
び
多
摩
小
平
保

健
所
に
見
直
し
を
求
め
、
昨
年

９
月
１
日
か
ら
感
染
者
の
年
代
、

性
別
、
療
養
状
況
が
公
表
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
引
き
続
き

公
表
内
容
に
つ
い
て
は
状
況
に

応
じ
た
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

問　
田
無
駅
南
口
の
交
通
広
場

整
備
事
業
の
用
地
取
得
及
び
地

権
者
の
方
々
と
の
交
渉
は
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　
昨
年
度
ま
で
に
２
件
、
事

業
面
積
に
対
し
て
約
20
・
８
％

の
用
地
取
得
を
完
了
し
た
。
令

和
５
年
３
月
31
日
ま
で
が
事
業

認
可
期
間
と
な
っ
て
お
り
、
早

期
の
完
了
を
目
指
す
。

問　
現
在
、
財
政
調
整
基
金
残

高
が
過
去
最
低
規
模
だ
が
、
財

政
基
盤
の
強
化
の
具
体
策
に
つ

い
て
、
今
後
予
測
す
る
投
資
的

経
費
に
つ
い
て
問
う
。

答　
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
進
め

る
こ
と
で
、
財
政
基
盤
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
、
公
共
施
設
の
更

新
時
期
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
将
来
見
通
し
を
踏
ま
え
、

安
定
し
た
行
財
政
運
営
に
な
る

よ
う
に
努
め
る
。

問　
高
齢
者
は
元
気
な
方
、
虚

弱
な
方
な
ど
二
極
化
し
て
い
る
。

今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要

と
考
え
る
か
。

答　
フ
レ
イ
ル
予
防
、
健
康
づ

く
り
を
主
体
的
に
取
り
組
み
、

環
境
づ
く
り
や
通
い
の
場
の
充

実
な
ど
、
支
え
合
い
の
あ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
。

問　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る
健
康

施
策
は
何
か
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
本
市
の
保
健
師
が
重

点
を
置
く
活
動
は
何
か
。

答　
自
宅
で
で
き
る
体
力
作
り

を
中
心
に
、
令
和
２
年
度
よ
り

健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
「
あ
る

こ
」
の
運
用
を
始
め
た
。

保
健
師
に
お
い
て
は
、
相
談
事

業
、
支
援
、
ア
プ
リ
か
ら
の
情

報
提
供
、
必
要
に
応
じ
て
他
機

関
と
つ
な
ぐ
活
動
が
重
要
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
、
コ
ロ
ナ
終
息

後
も
必
要
と
考
え
る
子
育
て
施

策
は
何
か
。

答　
一
人
一
人
の
人
格
や
権
利

が
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
や
、
自

分
の
意
見
を
自
由
に
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

本市のフレイル予防事業の取組について、京都府舞鶴市議会福
祉健康委員会よりオンライン行政視察の受入れを行いました。
視察は令和３年５月11日に行われ、はじめに舞鶴市議会の山本
治兵衛議長と本市議会の保谷なおみ議長からあいさつがあり、健
康福祉部高齢者支援課の職員からフレイル予防事業の取組につい
ての説明や質疑応答を行いました。

西東京市議会初の
オンライン視察を受け入れました

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

憲
法
を
生
か
し
、
住
民
福
祉
の

増
進
に
資
す
る
市
政
を
求
め
る

中
　
村
　
す
ぐ
る

大
　
竹
　
あ
つ
子

保
　
谷
　
清
　
子

藤
　
岡
　
智
　
明

立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
長
の
目
指
す
市
政
運
営
に
対
し

期
待
を
も
っ
て
疑
問
を
質
す

森
　
　
し
ん
い
ち

佐
　
藤
　
大
　
介
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政務活動費の公表

政務活動費は、毎年度、その支出内容について、収支報告書に領収書等を添えて議長
に提出します。
ここでは、令和２年度に各会派へ交付した政務活動費の収支概要をお知らせします。

政務活動費とは
議員の調査研究に資するために必要な経費の一部として、会派に交付するものです。
当市議会では、議員一人当たり年額24万円（月額２万円）を支給しています。
主な使途としては、調査研究に要する事務経費のほか、地方自治に関する書籍の購入、先進施策を行って
いる地方自治体への視察や、議会に関する研究フォーラム等への参加、議員の議会活動報告の発行等です。
領収書を含む全ての書類は、議会図書室（田無庁舎３階議会棟）や市のホームページで公開しています。

統一会派みらい
（１人）

（無所属①）

市民の目
（１人）

（無所属②）

市民派無所属
西東京
（１人）

（無所属③）

市民と市政
をつなぐ会
（１人）

（無所属④）

生活者
ネットワーク
（２人）

立憲フォーラム
（３人）

日本共産党
西東京市議団
（４人）

西東京市議会
公明党
（５人）

自由民主党
西東京市議団
（10人）

調査研究費

視察研修費

広　報　費

広　聴　費

資料作成費

資料購入費

事　務　費

支
出
額

会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調
査研究及び調査委託に関する経費

会派の調査研究に係る活動、議会活動及び市の
政策について住民に報告するために要する経費

会派が行う住民からの要望及び意見の聴取、住
民相談等に要する経費

会派が行う調査研究に係る活動のために必要な
資料の作成に要する経費

会派が行う調査研究に係る活動のために必要な
図書、資料等の購入に要する経費

会派が行う先進地等への視察・研修等に要する
経費又は他団体等が開催する視察・研修等への
参加に要する経費

会派が行う調査研究に係る活動のために必要な事
務用消耗品の購入、事務機器のリース、文書通信
（インターネット及びファクシミリ装置を用いて
行う通信をいう。）その他事務の執行に要する経費

※1 返還額とは、各会派の支出額が交付額を下回ったため、市に返還された金額

           

                   2,000      2,000  

 365,491   875,336    304,700    144,508   306,565  239,828  

           

    186,480       

 671,161   55,120   22,722   60,000   24,440    125,334    2,800  

 771,838   150,837   80,893   244,175   93,654      2,200       

 2,400,000   1,200,000   960,000   720,000   480,000   240,000   240,000   240,000   240,000  
 1,808,490   205,957   978,951   490,655   422,794   0   274,042   306,565   244,628  
 591,510   994,043   0   229,345   57,206   240,000   0   0   0  

会派名（会派人数）

支出項目

令和2年4月～令和3年3月 （単位：円）

交 付 額
支出合計
返 還 額　（※1）

令和2年度政務活動費の収支概要

耐震工事のため閉館中の中央図書館

市
長
の
謝
罪

意
見　
市
長
か
ら
、
選
挙
戦
で

の
法
定
ビ
ラ
に
対
す
る
謝
罪
が

示
さ
れ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止

め
た
。
こ
れ
で
信
頼
回
復
と
は

言
い
難
い
が
、
市
政
の
た
め
に

建
設
的
な
議
論
を
重
ね
た
い
。

市
長
は
確
認
団
体
の
市
長
で
は

な
い
。
20
万
市
民
の
市
長
と
し

て
の
自
覚
に
立
っ
た
振
る
舞
い
、

決
断
を
強
く
求
め
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
公
共
施
設

問　
３
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言

下
で
公
共
施
設
の
開
館
状
況
に

バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
た
。
近
隣
で

は
開
館
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
中
、
５
月
末
ま
で
図
書
館
を

閉
館
し
た
理
由
を
問
う
。

答　
図
書
館
は
市
内
在
住
者
だ

け
で
な
く
、
在
勤
在
学
の
方
な

ど
近
隣
自
治
体
の
在
住
者
も
利

用
す
る
。
ま
た
乳
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
利

用
が
あ
り
、
さ
ら
な
る
感
染
拡

大
の
防
止
の
た
め
、
閉
館
し
た
。

意
見　
図
書
館
は
憲
法
23
条
の

「
学
問
の
自
由
」
を
始
め
、
教

育
基
本
法
、
社
会
教
育
法
、
図

書
館
法
等
の
法
的
基
盤
が
あ
る
。

図
書
館
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
も
聞

か
な
い
。
利
用
方
法
を
工
夫
し

て
可
能
な
限
り
開
館
を
続
け
る

努
力
を
す
べ
き
だ
。

中
央
図
書
館
利
用
者
へ
の
配
慮

問　
中
央
図
書
館
は
耐
震
化
で

今
年
度
中
休
館
だ
。
中
央
図
書

館
の
利
用
者
数
は
全
利
用
者
中

の
約
27
％
と
か
な
り
多
い
。
何

か
方
策
は
な
い
か
。

答　
中
央
図
書
館
の
所
蔵
の
一

部
新
刊
書
や
雑
誌
や
Ｃ
Ｄ
を
他

の
５
館
に
配
置
し
た
。
子
ど
も

へ
の
読
書
支
援
と
し
て
保
育
園
、

小
中
学
校
、
児
童
館
や
学
童
ク

ラ
ブ
等
へ
団
体
貸
出
し
を
行
っ

て
い
る
。

意
見　
放
課
後
子
供
教
室
へ
の

司
書
派
遣
や
、
車
を
活
用
し
た

移
動
図
書
館
な
ど
、
本
と
触
れ

ら
れ
る
機
会
の
検
討
を
求
め
る
。

子
ど
も
の
食
支
援

問　
市
民
が
子
ど
も
の
食
支
援

に
向
け
奔
走
し
て
い
る
。
行
政

は
共
助
に
寄
り
か
か
ら
ず
公
助

の
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
。

答　
今
後
、
子
ど
も
の
食
の
確

保
に
向
け
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
な

ど
の
検
討
を
進
め
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

問　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
振
り
回
さ
れ
た
一
年
は
、
一

体
何
だ
っ
た
の
か
。
コ
ロ
ナ
だ

か
ら
仕
方
が
な
い
。
コ
ロ
ナ
を

理
由
に
何
も
出
来
な
い
。
じ
ゃ

な
く
て
、
何
か
を
考
え
よ
う
。

感
染
防
止
対
策
は
手
洗
い
、
う

が
い
、
マ
ス
ク
の
お
願
い
と
、

そ
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
だ
け
だ
。

市
独
自
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
な

い
の
か
。
も
っ
と
市
民
に
寄
り

添
う
な
ら
ば
、
職
員
を
動
か
し
、

現
場
を
感
じ
、
必
要
と
す
る
施

策
が
あ
っ
て
も
い
い
は
ず
だ
。

答　
全
庁
あ
げ
て
の
応
援
体
制

を
組
ん
だ
。
今
後
も
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
着
実
に
進
め
る
。

問　
コ
ロ
ナ
で
苦
し
ん
で
い
る

中
小
企
業
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、

学
生
や
ひ
と
り
親
家
庭
を
守
れ
。

「
な
ん
で
お
母
さ
ん
は
、
ご
飯

食
べ
ん
の
」
三
人
の
子
ど
も
を

育
て
る
一
人
親
か
ら
の
投
稿
。

小
学
生
の
息
子
に
こ
う
聞
か
れ
、

笑
っ
て
ご
ま
か
し
た
。「
ダ
イ
エ

ッ
ト
中
な
ん
よ
」
こ
れ
が
現
実
。

答　
状
況
は
注
視
、
配
慮
す
べ

き
課
題
は
認
識
し
て
い
る
。
見

守
り
た
い
。

問　
卒
業
式
も
送
別
会
も
修
学

旅
行
も
学
園
祭
も
延
期
、
縮
小
、

中
止
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
私

た
ち
親
が
何
か
し
て
あ
げ
れ
ば
、

き
っ
と
誰
か
に
何
か
し
て
あ
げ

ら
れ
る
優
し
い
大
人
に
育
つ
は

ず
だ
。

答　
学
校
行
事
の
み
な
ら
ず
、

喜
び
や
感
動
を
味
わ
い
成
長
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

把
握
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
令
和
元
年
度
に
要
保
護
児

童
な
ど
か
ら
25
人
の
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
を
支
援
に
つ
な
げ
た
。

意
見　
高
校
生
世
代
は
見
過
ご

さ
れ
や
す
い
。
事
業
者
に
も
周

知
と
研
修
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

若
者
の
自
立
を
支
え
る

問　
西
東
京
市
に
は
若
者
世
代

の
課
題
を
所
管
す
る
部
署
が
な

い
。
社
会
的
自
立
を
支
え
る
た

め
に
、
家
賃
補
助
や
地
域
で
の

就
労
支
援
、
ひ
き
こ
も
り
者
の

社
会
参
加
の
場
な
ど
全
庁
的
な

支
援
体
制
が
つ
く
れ
な
い
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
相
談
支
援

を
充
実
し
、
緊
急
食
料
支
援
を

行
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
切
れ

目
の
な
い
若
者
支
援
に
つ
い
て

も
課
題
と
捉
え
て
い
く
。

決議とは
議会の意思を表明する行為です。
執行機関に対する要望や注意・勧告を示すなど、当該地

方公共団体の公益に関する事柄について、広範な問題を取
り扱うことができます。

概要
　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中
で、一定の要件を満たす生活困窮世帯を支援するために
編成された補正予算について、国の制度構築を見据え、
国庫補助金の獲得を前提に、国の制度と歩調を合わせ、
適切に対応することを求め、いち早く議会として先行可
決した。

今定例会で可決された決議①

令和３年度西東京市一般会計補正予算（第２号）に
関する附帯決議

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

市
長
は
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た

未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
指
し
示
せ

後
　
藤
　
ゆ
う
子

か
と
う
　
涼
　
子

議会 NEWS ②

議会トピックス ②

叫
び
　
何
で
お
母
さ
ん
ご
飯
食
べ
ん
の

こ
れ
が
現
実
で
す小　

峰
　
和
　
美
（
無
所
属
①
）
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企画総務委員会

文教厚生委員会

建設環境委員会

「
非
常
勤
特
別
職
の
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」

【
説
明
】
学
校
運
営
協
議
会
を

新
た
に
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、

規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
と
し
、

そ
の
報
酬
額
を
「
日
額
２
千

円
」
と
定
め
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
多
摩
26
市
で
学
校
運
営
協

議
会
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

は
。

答　
26
市
中
12
市
が
導
入
。

問　
報
酬
額
、
日
額
２
千
円
の

根
拠
、
ま
た
他
市
の
状
況
は
。

答　
今
回
の
報
酬
設
定
は
各
市

の
金
額
も
参
考
と
し
た
。
お
お

む
ね
１
千
円
か
ら
２
千
円
の
幅

で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
学

校
運
営
連
絡
協
議
会
の
謝
金
２

千
円
も
参
考
に
し
た
。

問　
学
校
運
営
協
議
会
の
委
員

の
人
数
、
構
成
は
。

答　
10
人
以
内
の
委
員
を
予
定
。

委
員
構
成
は
、
保
護
者
、
地
域

や
学
校
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
、

学
校
長
、
教
職
員
を
予
定
。

問　
日
額
の
考
え
方
。
会
議
時

間
の
想
定
は
。

答　
会
議
開
催
時
に
支
払
い
、

１
回
当
た
り
１
時
間
半
か
ら
２

時
間
程
度
の
会
議
を
想
定
し
て

い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

①
「
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

②
「
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
①
令
和
２
年
度
と
同

様
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
被
保
険
者
等
に
係
る

令
和
３
年
度
分
の
保
険
料
の
減

免
を
行
う
た
め
、
減
免
対
象
の

保
険
料
の
納
付
期
限
を
１
年
間

延
長
す
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
た
被
保
険
者
に
係
る
令
和
３

年
度
分
の
保
険
料
の
減
免
を
行

う
た
め
、
納
付
期
限
を
１
年
間

延
長
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
昨
年
度
の
減
免
の
実
績
の

概
要
は
。

答　
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る

減
免
決
定
件
数
は
令
和
３
年
３

月
末
時
点
で
934
件
、
減
免
の
決

定
総
額
は
９
千
40
万
５
千
639
円
。

介
護
保
険
料
の
令
和
２
年
度
の

減
免
実
績
は
、
件
数
は
88
件
、

金
額
は
466
万
７
千
700
円
。

問　
納
付
者
は
保
険
料
の
減
免

を
ど
の
よ
う
に
知
っ
た
の
か
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
納
付
書

の
発
送
の
際
に
制
度
の
案
内
を

同
封
し
た
。

【
結
果
】
①
②
賛
成
全
員
で
可

決

「
市
道
路
線
の
認
定
・
変
更
に

つ
い
て
」

【
説
明
】
都
市
計
画
法
に
基
づ

く
開
発
行
為
に
よ
り
設
置
さ
れ
、

市
に
寄
附
さ
れ
た
道
路
。
新
規

市
道
と
し
て
、
道
路
法
に
基
づ

き
市
道
路
線
を
認
定
す
る
。
議

案
第
45
号
の
市
道
路
線
の
変
更

は
、
市
道
の
終
点
を
変
更
す
る

も
の
。
道
路
法
に
基
づ
き
市
道

路
線
を
変
更
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
新
た
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や

注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置
す
る

場
所
は
あ
る
の
か
。

答　
路
線
番
号
１
７
６
４
号
泉

町
の
市
道
は
、
市
道
１
３
１
８

号
に
接
続
す
る
西
側
の
隅
切
り

に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
す
る
。

問　
市
道
路
線
の
認
定
に
よ
り
、

管
理
費
や
補
修
費
な
ど
財
政
負

担
が
生
じ
て
い
な
い
か
。

答　
経
年
劣
化
以
外
の
大
き
な

補
修
は
な
い
。
市
道
認
定
に
よ

り
占
用
料
等
の
収
入
も
入
っ
て

く
る
。

問　
路
線
番
号
１
７
４
４
号
線

の
道
路
幅
員
の
変
更
理
由
は
。

答　
今
回
の
開
発
で
造
ら
れ
た

道
路
は
、
交
通
の
転
回
広
場
が

設
け
ら
れ
た
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

問　
市
長
の
確
認
団
体
か
ら
出

さ
れ
た
ビ
ラ
を
最
初
は
怪
文
書

だ
と
思
っ
た
。
選
挙
で
対
立
候

補
を
誹
謗
中
傷
す
る
怪
文
書
は

よ
く
出
さ
れ
る
。
そ
れ
が
法
定

ビ
ラ
と
し
て
出
さ
れ
た
。
そ
こ

で
市
民
か
ら
選
挙
無
効
の
申
出

が
さ
れ
、
今
、
市
選
管
の
棄
却

決
定
に
対
し
て
都
の
選
管
で
審

査
が
さ
れ
て
い
る
。
市
長
は
今

回
謝
罪
し
た
が
、
確
認
団
体
か

ら
発
言
は
な
い
。
内
部
や
周
辺

か
ら
は
、
問
題
な
い
と
の
発
言

も
あ
る
。
市
長
は
こ
の
ビ
ラ
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
、
何
を

謝
罪
し
た
の
か
、
確
認
団
体
と

の
関
係
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答　
様
々
な
声
を
重
く
受
け
止

め
、
候
補
者
と
そ
の
関
係
者
、

不
快
に
思
わ
れ
た
皆
様
、
私
を

支
援
し
て
く
れ
た
方
々
に
、
私

自
身
が
別
の
市
民
の
方
を
傷
つ

け
た
こ
と
を
お
わ
び
し
た
。

団
体
に
は
政
治
活
動
を
行
う
際

は
私
に
お
話
を
い
た
だ
き
た
い

と
話
し
、
理
解
し
て
も
ら
っ
た
。

問　
確
認
団
体
が
怪
文
書
を
出

す
こ
と
を
公
職
選
挙
法
は
想
定

し
て
い
な
い
。
公
職
選
挙
法
の

網
を
く
ぐ
っ
た
者
が
当
選
し
成

功
体
験
に
な
る
。
そ
れ
を
な
く

し
た
い
。
市
長
は
お
わ
び
し
た

が
、
団
体
は
そ
う
思
っ
て
い
な

い
。
私
な
ら
以
後
の
関
係
は
断

る
。
団
体
が
コ
メ
ン
ト
を
発
表

す
る
よ
う
働
き
か
け
る
の
か
。

答　
団
体
は
、
当
面
政
治
活
動

を
行
わ
な
い
、
行
う
場
合
は
私

に
話
す
と
約
束
し
た
。

意
見　
経
過
を
見
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の
女
性
支
援
強
化

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
も
居
所

も
失
い
、
将
来
を
憂
い
て
自
死

も
考
え
る
女
性
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
る
。
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
頑
張

り
過
ぎ
て
し
ま
う
、
申
請
書
作

成
が
苦
手
で
支
援
に
繋
が
り
に

く
い
等
の
特
有
の
課
題
も
あ
る

が
、
支
援
体
制
は
。

答　
「
悩
み
何
で
も
相
談
」
で

女
性
の
相
談
に
対
応
し
て
い
る

が
、
就
労
や
健
康
、
家
族
問
題

等
多
岐
に
わ
た
り
、
複
雑
な
経

緯
も
多
い
。
必
要
に
応
じ
て
庁

内
関
係
機
関
に
繋
げ
て
い
る
。

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化

問　
生
活
困
窮
者
へ
の
居
住
支

援
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

居
住
支
援
協
議
会
の
福
祉
的
役

割
強
化
等
、
取
組
状
況
は
。

答　
相
談
者
の
状
況
を
把
握
し
、

福
祉
関
係
部
署
と
連
携
し
な
が

ら
住
宅
探
し
や
居
住
に
関
す
る

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
不
動
産

関
連
団
体
の
住
居
確
保
要
配
慮

者
に
対
す
る
理
解
促
進
の
た
め
、

啓
発
動
画
を
制
作
す
る
。

生
命
の
安
全
教
育(

性
教
育)

問　
内
閣
府
と
文
科
省
が
連
携

し
、
子
ど
も
達
が
性
暴
力
の
被

害
者
・
加
害
者
・
傍
観
者
に
な

ら
な
い
た
め
の
生
命
の
安
全
教

育
副
読
本
が
策
定
さ
れ
た
が
導

入
し
て
は
ど
う
か
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
に
併
せ
、
デ
ジ
タ
ル

性
暴
力
の
対
策
強
化
が
必
要
。

答　
性
教
育
は
都
の
手
引
に
従

い
実
施
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
た
性

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
、
適

切
な
意
思
決
定
を
指
導
す
る
。

仮
称
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
パ
ー
ク

意
見　
市
に
と
っ
て
渡
り
に
船

の
よ
う
な
計
画
。
期
待
す
る
。

問　
周
辺
の
交
通
量
増
加
を
懸

念
す
る
声
が
あ
る
。
駐
車
場
の

位
置
や
台
数
、
車
の
進
入
経
路

な
ど
決
ま
っ
て
い
る
か
。

答　
今
後
協
議
す
る
。

意
見　
住
宅
街
に
車
が
進
入
し

な
い
よ
う
な
誘
導
、
道
路
幅
員

や
歩
道
の
確
保
な
ど
協
議
を
進

め
て
ほ
し
い
。

公
園
で
の
受
動
喫
煙
防
止

問　
市
内
の
公
園
で
の
喫
煙
に

つ
い
て
ル
ー
ル
は
。

答　
受
動
喫
煙
防
止
な
ど
の
喫

煙
マ
ナ
ー
向
上
の
周
知
に
努
め

て
い
る
。

問　
練
馬
区
は
児
童
遊
園
禁
煙
、

三
鷹
市
・
調
布
市
で
は
公
園
と

隣
接
す
る
路
上
が
禁
煙
。
本
市

で
も
検
討
で
き
な
い
か
。

答　
禁
煙
に
し
た
場
合
の
周
辺

施
設
な
ど
へ
の
影
響
を
調
査
研

究
す
る
。

給
食
か
ら
考
え
る
気
候
危
機

問　
本
市
で
の
学
校
給
食
を
通

じ
た
取
組
は
。

答　
地
場
産
農
産
物
を
積
極
的

に
購
入
。
栄
養
士
が
お
便
り
や

校
内
放
送
で
児
童
生
徒
に
説
明

し
て
い
る
。

市
長
選
の
法
定
ビ
ラ
問
題

問　
定
例
会
初
日
に
お
わ
び
し

た
。
こ
れ
で
区
切
り
な
の
か
。

答　
一
つ
の
区
切
り
を
つ
け
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
考
え
る
。

意
見　
平
井
氏
、
市
長
へ
の
手

紙
や
公
開
質
問
状
を
出
し
た
団

体
・
個
人
に
連
絡
す
べ
き
だ
。

概要
　今定例会予算特別委員会での本決議提出者の質疑において、誤徴収発生
直後の10月、介護保険料の督促状を送付した際に、誤徴収により発送を止
めていた保険料増額者分の納付書との照合を怠ったことにより、99人に誤
って督促状が送付され、うち20人が添付の納付書で不要な納付を行う事案
が発生していたことが明らかになった。
　西東京市議会は池澤市長及び執行部に対して、全庁的な取組による再発
防止策を講じ、事務処理全般における適正な執行体制に改めるとともに、
適時適切な議会への情報提供を行い、議会との信頼関係の再構築に努める
ことを強く求める。

今定例会で可決された決議②

介護保険料特別徴収の誤りに関する決議

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行

い
ま
す
。こ
こ
で
は
、今
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
会
の
審
査
か
ら

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

何
で
も
あ
り
の
汚
い
選
挙
を

成
功
体
験
に
さ
せ
て
は
い
け
な
い

森　
　
て
る
お
（
無
所
属
②
）

コ
ロ
ナ
禍
の
女
性
特
有
の
生
活
困
窮
に

寄
り
添
う
西
東
京
市
政
を
前
進
せ
よ
！

納　
田　
さ
お
り
（
無
所
属
③
）

仮
称
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
パ
ー
ク
に
大
い
に
期
待

公
園
で
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
は

田　
村　
ひ
ろ
ゆ
き
（
無
所
属
④
）

議会トピックス ③
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西東京市
Nishitokyo City
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国民健康保険特別会計

駐車場事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

下 水 道 事 業 会 計

会　 計　 区　 分

一　 般　 会　 計

特　 別　 会　 計

公 営 企 業 会 計

合　　　　　　計

令和３年度

 726億6,370万円 759億4,300万円 △4.3%

 406億7,793万円 419億9,081万円 △3.1%

 184億8,402万円 187億6,297万円 △1.5%

 1億1,301万円 1億2,703万円 △11.0%

 172億2,644万円 182億5,343万円 △5.6%

 48億5,445万円 48億4,738万円 0.1%

 43億163万円 41億2,921万円 4.2%

 43億163万円 41億2,921万円 4.2%

 1,176億4,326万円 1,220億6,302万円 △3.6%

令和２年度 伸び率

当初予算比較表

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。
※令和３年度一般会計は、補正予算（第１号・第２号）を含みます。
※下水道事業会計の事業額は、支出予算の総額としています。

民生費
413億6,437万円（56.9％）
高齢者・障害者への
サービス、子育て支援、
生活保護など

市税
312億867万円（43.0％）
市民税、固定資産税など

国庫支出金
143億463万円（19.7％）
使い方が決められている
国からの補助金など

その他
88億5,495万円（12.2％）
保育料、施設の使用料、
ごみ収集手数料、その
他の使い道が定められ
ていない国や東京都か
らの交付金など

総務費
62億1,081万円（8.5％）
市役所の運営費、
職員の人件費、
コミュニティの推進など

公債費
47億8,910万円（6.6％）
借入金の返済など

市債
37億7,980万円（5.2％）
道路建設などの借入金

都支出金
108億5,474万円（14.9％）
使い方が決められている
都からの補助金など

繰入金
7億3,391万円（1.0％）
基金（市の貯金）
から繰り入れた
お金など

地方交付税
29億2,700万円（4.0％）
使い方が決められて
いない国からの交付金

教育費
83億2,223万円（11.5％）
小中学校やスポーツ
施設の運営費など

土木費
36億8,938万円（5.1％）
道路や公園の整備など

衛生費
49億8,632万円（6.9％）
ごみ収集、健康促進など

消防費
24億3,439万円（3.3％）
防災対策など

議会費
4億6,360万円（0.6％）
議会の運営費、
議員の報酬など その他

4億349万円（0.6％）
商店街や農業の振興など

歳入 歳出
726億6,370万円726億6,370万円

◆
一
般
会
計

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
722

億
３
千
万
円
と
定
め
る
。

　
一
時
借
入
金
の
最
高
額
は
60

億
円
と
定
め
る
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
市
民
税
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
、

指
定
寄
附
金
、
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
子
ど
も
施

策
充
当
事
業

・
財
政
調
整
基
金
の
コ
ロ
ナ
対

策
事
業
の
活
用

・
東
京
都
の
市
町
村
包
括
補
助

事
業
の
見
直
し

・
新
座
市
の
図
書
館
運
営
管
理

費
負
担
金
の
金
額
の
検
討
状

況
、
庁
内
議
論

・
公
共
施
設
の
電
力
調
達
の
状

況
・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
お
け
る
総
量
抑
制
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
考
え

・
建
築
確
認
未
申
請
に
つ
い
て

の
対
応
状
況

・
子
ど
も
・
地
域
応
援
企
画
提

案
事
業
の
概
要
、
選
考
方
法
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
の
連
携

・
庁
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
工
事

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
電
子
申

請
、
市
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
方
針

・
選
挙
の
啓
発
活
動
、
期
日
前

投
票
の
取
組

・
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
在

宅
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
の
概
要
、

時
間
数
、上
限
日
数
、負
担
額

・
認
知
症
検
診
推
進
事
業
の
周

知
方
法
、
取
組
の
評
価
、
受

診
し
や
す
い
環
境
整
備
の
検

討
状
況
、
都
補
助
な
し
で
の

市
の
事
業
化

・
高
齢
者
、
障
害
者
の
外
出
支

援
、
ニ
ー
ズ
、
課
題
、
今
後

の
進
め
方

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

の
検
討
体
制
、
取
組
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
等
の
助
成

・
健
康
増
進
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ

の
委
託
内
容
、
周
知
方
法
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
と
ア
ク
テ

ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
の
関
係
、
導

入
の
効
果
、
今
後
の
活
用

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
予
約
、
会
場
、

申
込
み
の
予
約
補
助
、
職
域

接
種
、
今
後
の
接
種
時
期
の

見
込
み

・
生
理
の
貧
困
へ
の
対
応
状
況

・
市
道
各
路
線
整
備
、
緊
急
除

雪
の
状
況

・
空
き
家
対
策
事
業
に
お
け
る

特
定
空
き
家
認
定
、
措
置
、

勧
告
を
行
っ
た
例
、
行
政
代

執
行
の
有
無
、
相
続
登
記
等

の
相
談
会

・
農
業
体
験
整
備
事
業
補
助
金

の
概
要
、
区
画
数
、
補
助
金

額
、
場
所
、
面
積

・
下
保
谷
四
丁
目
特
別
緑
地
の

保
全
と
活
用
の
計
画
と
地
域

住
民
と
の
連
携
、
普
及
啓
発

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
対
策
促

進
補
助
金
の
目
的
と
対
象
者

・
防
災
無
線
個
別
受
信
機
の
配

付
状
況
、
設
置
台
数
、
対
象

者
・
学
校
施
設
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
検
討
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

・
学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
活
用
状
況
、
課
題
、
新
た

な
取
組
予
定

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
観
戦
、
聖
火
リ
レ

ー
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
予
定
、
課
題

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
図

書
館
利
用
者
数
の
変
化
、
関

連
性

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
（
第
１
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
千
470
万

１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
725
億
１
千
470
万
１
千
円

と
す
る
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
事
業
で
、
出
産
予
定
の

世
帯
な
ど
現
時
点
で
対
象
で

は
な
い
世
帯
へ
の
周
知
方
法

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
（
第
２
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

今
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
予
算
及
び
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
予
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
ま

し
た
。

こ
こ
で
は
、
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
質
問
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。「
会
議
録
の
公
開
予
定
」
は
10
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
千
900
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
726
億
６
千
370
万
１
千
円
と
す

る
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
財
政
調
整
基
金
を
繰
入
れ
し

た
理
由
、
判
断
の
基
準
、
繰

戻
し
の
想
定
、
国
庫
補
助
金

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金

の
支
給
対
象
者
の
内
訳
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
周
知
方
法

・
生
活
保
護
と
福
祉
丸
ご
と
相

談
窓
口
と
の
連
携

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

令和３年度予算総額（一般会計） 726億6,370万円（前年比 4.3％減）
住民１人当たり　約35万円　　１世帯当たり　約72万円
※令和３年４月１日現在の人口、世帯数で計算しています。
※表示単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。

一般会計歳入・歳出予算の内訳

令
和
３
年
度
予
算

令
和
３
年
度
補
正
予
算

西東京市
Nishitokyo City

令和3年（2021年）8月15日 第93号 8



反対日本共産党西東京市議団 保谷 清子

市民の貧困と格差を
考慮しない予算反対

賛成自由民主党西東京市議団 冨永 雄二

コロナ禍で必要な
支援を的確に届けよ

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り歳入の減少が見込まれる中でも、行財
政基盤の強化を図らなければならない。
令和３年度予算で、公債の借入抑制を行
った市長の判断を高く評価する。コロナ
対策については、西東京市医師会他の関
係団体としっかりと調整をしていただき、
接種を希望される方に、少しでも早くワ
クチンを届けられるよう、新たな集団接
種会場の確保などに尽力していただきた
い。市内事業者の皆様への支援や、発熱
外来、高齢者及び障害者施設でのＰＣＲ
検査、在宅要介護者受入体制の整備など
昨年からの継続事業も確実に実施してい
ただきたい。

事務のミスを隠蔽する行政に信頼は持
てない。心するべきだ。
マイナンバーカードの交付枚数が３割

にとどまる中、住民票自動交付機の廃止
による市民の不利益解消と行政コストの
適正化がなされていない。
勤労者福祉サービスセンター補助金は

制度的に課題があることが認識されなが
ら漫然と支出を続けている。認識してい
る課題を明言しない姿勢に解決は期待で
きない。
市が行うオリ・パラ事業、聖火リレー、

学校連携観戦プログラム、パブリックビ
ューイング等は、国、都等の意向に関わ
らず、新型コロナ感染症の渦中では全て
中止するべきだ。

主な反対理由
１点目：介護保険料督促状の誤送付につ
いて、議会へ情報提供しなかった。隠蔽
体質であり反省すべき。
２点目：市独自のコロナ感染対策が弱い。
陽性者が出た施設のＰＣＲ検査の実施、
保育園や学校職員へのワクチンの優先接
種を求める。
３点目：東京オリンピック・パラリンピ
ックに子どもたちを動員する「学校連携
観戦」はコロナ感染や熱中症の危険があ
る。中止すべきだ。
４点目：第４次行革プランでは、受益者
負担として使用料・利用料等の負担増が
ある。コロナ禍での貧困と格差を考慮し、
見直すべき。

反対無所属② 森 てるお

失敗の隠蔽はするな
不要な予算は削れ

賛成西東京市議会公明党 藤田 美智子

命 /健康 / 経済を守る
提案・要望が反映！

賛成立憲フォーラム 佐藤 大介

市として英断を
命・健康が最優先

人の命を最優先し、安全を確保できな
い状況でのオリンピック・パラリンピッ
クの開催は中止すべきである。ワクチン
の接種年齢対象外の子どもたちによる
「学校連携オリンピック観戦」の実施に、
市は責任を負えるのか？中止すべきでは
ないか？
市民の生活を守るために政治がある。

自らの行動で世の中が変わる。投票率が
向上するように、更なる啓発活動の強化
を提案する。
情報提供の不備による信頼失墜の問題

などはあるが、各事業を精査した上で、
厳しい財務状況の中組まれた予算である
ことなど評価できる点も多々あり、本予
算に賛成する。

次世代へツケを回さない公債費管理へ
と、新市長が大きく舵を切ったことを評
価。コロナ禍で市が独自施策を打てなか
ったのは、市の貯金が過去最低だったせ
いだ。市民生活の危機と見れば躊躇なく
投下できるよう、財政調整基金の早期回
復を求める。
遅きに失したが、庁舎統合方針も見直

される。デジタル化の進展を踏まえた庁
舎の規模を十分に見極めるべきだ。地球
温暖化対策は新たなステージに入った。
今の進行管理では2050年ゼロカーボン
達成は絵に描いた餅。再生可能エネルギ
ーを積極活用した電力調達など、市とし
ての新たなビジョンを策定すべきだ。

予測不能な環境下、厳しい財政状況の
中、前年比37億1,300万円、4.9パーセン
ト減の722億3,000万円、特別会計等を
含む予算総額は、前年比4.0パーセント
減の1,172億956万1千円。審査をする中
で、公明党が市民の命と健康を第一に考
え、その上で、経済も守るため、提案要
望してきたことが、随所に反映されてい
た。子どもの教育環境整備に力点を置い
たことも評価する。一方、小幡勝己議員
の質疑を通し、介護保険料事務処理ミス
が重ねて起きていたことがわかった。報
告がなかったことは極めて遺憾。市民の
信頼回復を図り、再発防止策を徹底せよ。

賛成生活者ネットワーク かとう 涼子

ＣＯ２も借金も子ども
にツケを回さない！

賛成無所属① 小峰 和美

新リーダーとして
期待と不安

賛成無所属③ 納田 さおり

差別や隠蔽のない
率直な行政運営を

子ども・若者支援策の実施、今年度中
の「ゼロカーボンシティ宣言」に向けた
取組を評価する。若者支援は単発に終わ
らない継続的な取組を。脱炭素化に向け
ては文字どおり全庁的な取組が必要。職
員も市民も庁舎間移動をしなくて済むよ
うにするなど、市役所のあり方そのもの
を問い直す契機にもなる。
介護保険料の督促状誤発送というミス、

議会との情報共有がなされていなかった
ことは執行部の続けての失態。池澤市政
の根深い問題ではないかと言わざるを得
ず、猛省を求める。オリ・パラ関連行事
は市民の命と健康を第一にした対応を求
める。

新型コロナウイルス感染症の真っただ
中、新市長として市民に何が出来るかと、
問われる予算である。西東京市のリーダ
ーとして他の自治体の様子を伺って対策
を練るのではなく国や東京都に西東京市
の窮状を訴え、国政、都政を動かすよう
なリーダーシップを期待するところだ。
市民は何を望んでいるのか、何をして

もらいたいか、他市に負けない独自施策
を計画、立案し、市民のために何か新し
いことをやってみよう、そういう気概を
持ってくれ。今年度の予算はコロナ禍が
収束に向けての大変な予算であるが、新
市長の手腕を期待するところだ。

これまで長年かけて要望してきた公債
費管理や財政調整基金といった課題に前
進が見え、丸山市政８年間で崩れ果てた
財政ガバナンスの立て直しに機運が感じ
られた。第１回定例会の補正予算修正動
議で求めた若者支援が政策化された。こ
れらを評価し賛成とする。しかし情報隠
蔽や議員差別等の問題が再発し、議会と
行政の率直な関係構築に課題が残る。
重要課題のコロナ禍の生活困窮者支援

は福祉丸ごと相談窓口の取組が一定成果
を上げているため、戦略的組織強化を図
るべきだ。ＧＩＧＡスクールについては、
ＰＴＡや地域の活動まで幅を広げること
を要望する。

賛成無所属④ 田村 ひろゆき

議会との情報共有不
足には猛省を求める

令和３年度予算について、予算特別委員会での審査後、６月22日の本会議で各会派及
び無所属議員による討論が行われました。
ここでは、主な討論内容についてお知らせします。

◇討論の詳細は会議録に掲載します。「会議録の公開予定」は10面をご覧ください。

令和３年度一般会計予算に対する

討　論

西東京市
Nishitokyo City

令和3年（2021年）8月15日 第93号9



予算特別委員会の様子

○
西
東
京
市
内
の
各
公
共
施
設

な
ど
除
菌
作
業
に
関
す
る
陳

情　
　
　
　
　
（
企
画
総
務
）

○
特
例
子
会
社
の
法
律
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

○
年
配
の
方
に
ヘ
ル
パ
ー
を
付

き
添
う
制
度
に
関
す
る
陳
情

○
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
外
国
人
客
の

断
念
を
撤
廃
し
て
入
場
制
限

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

活
用
に
関
す
る
陳
情

○
日
本
国
内
の
い
ち
早
く
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

編
集
後
記

今
回
の
第
２
回
定
例
会
は
、

当
初
予
算
の
審
議
も
あ
り
、
例

年
よ
り
も
長
い
会
期
と
な
り
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

頂
い
て
い
る
多
く
の
声
を
市
政

運
営
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、

議
論
を
し
ま
し
た
。
今
後
と
も

議
会
や
各
議
員
に
ご
意
見
・
ご

要
望
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
ま
で
は
議
会
報
編
集

委
員
会
で
議
会
報
を
編
集
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら

広
報
委
員
会
に
変
わ
り
、
委
員

数
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
多
様

な
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

紙
面
改
革
や
市
議
会
Ｈ
Ｐ
と
の

連
動
を
検
討
し
、
よ
り
良
い
議

会
報
に
な
る
よ
う
、
議
論
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。       

（
Ｎ
）

■
第
３
回
定
例
会
は
８
月
27
日

（
金
）
か
ら
開
催
予
定

　
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
ホ
ー

○
介
護
保
険
料
特
別
徴
収
の
誤

り
に
関
す
る
決
議

○
令
和
３
年
度
西
東
京
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
関
す
る
附
帯
決
議

議
員
の
辞
職

浜
中 

の
り
か
た
議
員
が
、辞
職

さ
れ
ま
し
た
。

（
５
月
19
日
付
）

会議名 冊　子

・情報公開コーナー
・議会図書室
・市内図書館

・情報公開コーナー
・議会図書室

・本会議

・常任委員会
・議会運営委員会

・予算特別委員会

ホームページ

8月下旬8月中旬

11月下旬11月上旬

■会議録の公開予定

※１　議長は採決に加われないため、採決時は 9名

〇賛成　×反対　-退席第２回定例会 議案の議決結果一覧

委
員
会

提
出
議
案

そ
の
他

当
初
予
算

補
正
予
算

条
例
改
正

議
員
提
出
議
案

・一般会計

・国民健康保険特別会計

・駐車場事業特別会計

・介護保険特別会計

・後期高齢者医療特別会計

・下水道事業会計

・一般会計（第１号）

・一般会計（第２号）

・非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部を改正する条例

・国民健康保険条例の一部を改正する条例

・介護保険条例の一部を改正する条例

・市税条例等の一部を改正する条例の専決
処分について

・都市計画税条例の一部を改正する条例の
専決処分について

・工事請負契約の締結について

・市道路線の認定・変更について（7件）

・副市長の選任につき同意を求めることに
ついて

・教育委員会教育長の任命につき同意を求
めることについて

・教育委員会委員の任命につき同意を求め
ることについて

・固定資産評価員の選任につき同意を求め
ることについて

・議会会議規則の一部を改正する規則

・介護保険料特別徴収の誤りに関する決議

・今夏の東京オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会の開催中止を求める意見書

・令和 3年度西東京市一般会計補正予算
（第 2号）に関する附帯決議

無
所
属
④（
１
）

無
所
属
③（
１
）

無
所
属
②（
１
）

無
所
属
①（
１
）

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
２
）

立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム（
２
）

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団（
４
）

西
東
京
市
議
会
公
明
党（
５
）

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団（
10
）  ※

１

結　
　
　
　
果

可
決

可
決

承
認

可
決

可
決

否
決

可
決

可
決

可
決

同
意

同
意

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

会　　派
(  ) は所属議員数

件　　名

○ ○ ╳ ○ ○ ○ ╳ ○ ○

○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○

╳ ╳ ○ ○ ○ ̶ ○ ╳ ○

議員名については１面
をご参照ください

○
原
爆
暦
77
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
行

わ
な
い
事
に
関
す
る
陳
情

（
以
上
、
文
教
厚
生
）

○
使
わ
れ
て
な
い
土
地
を
防
災

公
園
や
緑
地
に
関
す
る
陳
情

○「
脱
炭
素
、
脱
原
発
を
進
め
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力

の
割
合
を
高
め
る
2
0
3
0

年
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の

改
定
を
行
う
意
見
書
の
提

出
」
を
求
め
る
陳
情

（
以
上
、
建
設
環
境
）

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
請
願
・
陳
情
の
提
出
期
限

　
請
願
・
陳
情
は
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
が
、
第
３
回
定

例
会
中
に
審
査
を
行
う
た
め
に

は
、
８
月
20
日
（
金
）
ま
で
に

ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

定
例
会
開
催
予
定
日
に
変
更

13
日　
広
報
委
員
会

22
日　
議
会
運
営
委
員
会

27
日　
広
報
委
員
会

25
日　
議
会
運
営
委
員
会

28
日　
第
２
回
定
例
会
・
本
会
議

（
議
席
の
変
更
、施
政
方
針
、

議
案
等
上
程
〜
議
決
、
付

託
）、
予
算
特
別
委
員
会
、

広
報
委
員
会

31
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

１
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

２
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

３
日　
本
会
議（
代
表
質
問
、一
般

質
問
、議
案
上
程
〜
付
託
）、

議
会
運
営
委
員
会

４
日　
文
教
厚
生
委
員
会
、
建
設

環
境
委
員
会

７
日　
企
画
総
務
委
員
会

８
日　
議
会
運
営
委
員
会
、会
派

代
表
者
会
議

９
日　
予
算
特
別
委
員
会

10
日　
予
算
特
別
委
員
会

11
日　
予
算
特
別
委
員
会

14
日　
予
算
特
別
委
員
会

15
日　
予
算
特
別
委
員
会

16
日　
予
算
特
別
委
員
会

17
日　
予
算
特
別
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会

18
日　
予
算
特
別
委
員
会

22
日　
議
会
運
営
委
員
会
、
本
会

議（
委
員
会
審
査
報
告
、議

案
等
上
程
〜
付
託・議
決
）、

予
算
特
別
委
員
会

が
あ
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

陳
情
の
結
果

（　

）
は
付
託
委
員
会

不
採
択

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

今
定
例
会
で
可
決
し
た
決
議

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

４
月

５
月

６
月

（
令
和
３
年
４
月
〜
６
月
）

会
議
の
開
催
状
況

議員は、選挙区内の方にお金や物を贈ったり、
時候のあいさつ状（答礼のための自筆によるもの
は除く）を出すことは禁止されています。
実費が伴う行事や会費が必要な催しを案内する
際には、会費を明示してください。
市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

議員の寄附行為は禁止されています

古紙配合率70％
再生紙を使用

お問い合わせ 市議会ホームページ議会だよりについて 議会事務局庶務調査係 　　042-460-9860
傍聴等について 議会事務局議事係 　　042-460-9861 http://www.city.nishitokyo.lg.jp/sigikai/index.html

gikai@city.nishitokyo.lg.jp

令和3年（2021年）8月15日 第93号 10西東京市
Nishitokyo City


